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電気工率株夫合社
Kinki Electrical

ヤ

社

Construction company,1ncorporated.

長大森久司

岸井英夫奈良支}占長
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石炭・石油・薪炭・豆炭・練
プロパンガス・セメン ・スしノ.

下出商
人

久治郎

余良⑳ 5ι01~3
大森 ク⑳ 5 4 0 5~ 6
法蓮 ク@の 7 6 5 1゛ 1-

ク京終給訓・1所及介嘩 力佗圃 5 ^1 0 4

ク神1股LPG充唄所 ク佗3) 1 5 2 7

大阪市北区悔川町47新1奴御ビルフ1塔火阪(361皀695~6

下出取締役社長

奈良市北京終町62番地店
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_111!f「剖30分/ノくノ、 1,010ド」 qギ観料と 1,)

■飛鳥・山の辺めぐり
6 111・闇30 クj/火ノ、 1,135円(1+1{見料とし)
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●お問合せ TEL 奈良 22・・5263

ノ 田初、、Ⅱ釘、条n駅小j力.ト,

日本染織工業株式会赴
取郡役11k 越や1 ンい太郎

哘剥 H I ・ 1/、r,1,
'＼、,W畢立f*}

B、央色、■

^^コC三童

イ1イ、
」、 イ1 1 」,,ン
11LI J ' 1} 1 1 ! 1

"ーノノ

Y、"1・11f] 11,.11
ノ_,、」」.ノ

J、レ1くi, i、1"1

t [ 1

ソ、ーノ

ノ、ノ '1E
薊〔
πホ〔

営業種目

〔・化イ介 h'・川、蚊嚇ごと山他の1製liル、ル、二染色'七;哩加11
その他)化1介)獣・1保,、川1}U也・暇地・心J也 モスリン

化げνⅧ・峡掘物ハ染色部jΨ飢H '";二樹垢加_1 )ノ

1

ノ

Π "ノ

』.t 山内 jく'!"」 160」、」

Y、肌111小.八1くψ1'1リ、"巾.曲小小"イ山へイ,
リ薊、11」 11」,1<"「ム'」寸「弁1田,,1f l、 C,
j、υく11」 41×.'加1゛川 2 」 11Ψ" 1'ニ,1

ーーーーーーー.^ーー^^^^

、
[ 1

,,、, 19SU ・〕'.H
1・Ⅲトト、ー〕")3.5,、) 1
'!,'糸1'、L 330700 ・.〕756

33:扣市,円ゞ,、Ⅷ1211) 3337 ・ 3二3X
十','、,、剤1 イ351).11×フ・.3ご11
小山,[ j、1,セイ 203)ら90S

373コ△
口
,
V
不

業

(

一

(

ー
ノノ

」
)

ノ

1

叔!

↓
 
1
 
]
ー
ー
ー

一

ト

ノ
.
ー
「

"
ι
J
r ク

ク
-
ー
.
リ所

式
社

株
会

1、
、
イ

ム
ロ
,
V
、
弓

炭
ト

ー
ー
門
1

レ
1
-

U
 
U



、^ 上ニノ1Σ'、

お住いは
、

建売住宅・貸家多数あります
注文建築・金融公庫のご用命
も承りますなお宅地はお好
みに応じ分讓いたします

建築・施工・設計・一般土木建設請負

^

近鉄西大寺駅北出口前三和住宅ビル

^ 和イ主宅、K・K
取締役

鳥

モで'

J、

字

TEL.奈良 33-0561 代

至自

(

-J^ー」^

ノ、ノ、

奈良近鉄タクシー株式会社

ヨ

郎

'(

会株
社式

本ネ1'奈良⑳ 118 1 大代表

取締役社長杉本勝彦

<事業場一覧>

学園前奈良⑮0091代 高
登美が丘ク⑮0781

ク⑮0096 ・⑮0981
生駒 2067 ・ 4321

駒 生駒 29鉐
郡山②7246

②14脇・②0082天理 ②2141・②4311
橿原②1032・②1033
高取心

長

油阪
紀勺
大安力
法華寺
尼ケ辻

西大毛
あやめ池

奈良⑳弱01代
ク⑳5271
ク⑳5268
ク⑳1185
ク⑳8680
ク⑳0966
ク@6461
ク 4ヲ0987代
ク⑮00鮖

(

夏こそお湯の
いる季節です.ノ

安全・便利・衛生的
●飲料に炊事にお洗たくに
●いつでもお湯のあるくらし
●朝から晩までタップリと熱い
お湯を使って 1日の電気代
わずか15円

<

田

桜井
榛原
大宇陀

高田②5921
桜井②6288代・②2070
榛原⑤0551(代)
大宇陀③0018・③0049
五条 3297代
下市 3705代
吉野 2961代
ク 3021

柏木 33

自動電気

士野1_U
柏木

家庭用40ιから、業務用の如00ιまで
各様揃っています。
用途・陽量にあわせてお求め下さし、

お問合せ・お申込みは
みなさまの

温水器

0 関西電力

条
市
市

五
下
上

奈
良
県
銀
行
協
会

雄
駒
台
条
理
木
阪

富
生
生
九
天
八
壺

＼
(
代
表
)

南
都
銀
行

三
和
銀
行
奈
良
支
店

住
友
銀
行
奈
良
支
店

H
本
勧
業
銀
行
奈
良
支
店

協
和
銀
行
奈
良
支
店

紀
陽
銀
行
五
条
支
店

御
奈
西 r

二
倉
令

建
築
・
設
計
・
構
造
計
算
・
監
理

岩
崎
建
築
設
計
事
務
所

引
越
荷
造
輸
送
の
御
用
命
は

親
切
丁
寧
な
日
本
通
運
へ

T
E
L
 
二
一
圏
2
2
8
3
 
(
代
)

奈
良
市
法
蓮
立
花
町

通
奈
良
市
油
阪
町
一
四

日
本
通
運
株
式
会
社
奈
良
支
店

支
店
長
金
島
一

電
契
尓
良
⑳

事
業
種
目

鉄
道
貨
物
、
ト
ラ
ッ
ク
準
」
、
倉
庫
事
業
、
国
際
N
~
、

剛
九
,
、
海
迎
蝶
何
運
送
、
観
光
業
務
、
引
越
荷
造
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ーぐ目

及び予算を決定
ついての懇談会

次D^

ー.ー、

ハ,〕関する申合わせーー・ー
仕事の社会的評価
わたしの経営理念 堤
企業診断ドック開設・
国際見本市見聞記・ーー
中小企業庁だよりーー・・
200年目の初心
万国愽ニュース

会取引照
人一づくり(松下電器)・ー・
お知らせ
"そろばん"奈良県一決まる
小規模企業共済制度についてー・・・ーー・・・・・・・
中小企業相談所・・
会員消息
小売物価動1司一・ー・・ー
巡回スライド案内・ー
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士員訓練講座・

^

約責任・・・・・・・・・・
^

4)

企業年金を。
明治生命ホールのご案内

創僕

^^

より広く一般の方々ヘサービスのため
奈良明治生命館にも貸ホールを用意して
おります。
いろいろのイ崔物のせつにはお気軽にご

利用下さい。

7年

・・・・・・ 5

・5

最大のサービス
最高の奉仕で

限りなく前進する

サービスと信用の

日

明治坐命

支社

藤井丙午・-8
9

・-10

・・・10

清 ^ ・11
・・・・・・12

・・・・・・14

15

中曽根康弘・・・16
17

玲

・・・・・19

-20
・・・・・・22

23
・・・・・24

・-26

・・・27

・ー-28

ご"

奈良市高天町48-5
TEL.代表23-2126
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画冨嵐包凱凱
置園慶直巨篭

★ご家庭には<4倍まで保障のある>
(災害保障特約付)

生活設計保険を。

★企業には<繁栄と従業員の明るい老後のために>

'^ U .1
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基
本
方
針

火
来
と
ら
れ
た
景
気
調
整
は
国
際
収
支
改
善
の
た
め
に
な
さ
れ
、
も
の
で
あ
る

か
、
従
っ
本
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
ド
ル
防
衛
体
制
の
強
化
、
斬
出
競
争
の
激
化

世
界
的
な
局
金
・
、
経
済
成
長
の
伸
、
ひ
悩
み
、
保
導
器
貝
易
主
~
台
頭
な
ど
わ
が
国
、

を
取
巻
く
国
際
環
境
ι
び
し
い
も
の
が
あ
る
0
 
さ
ら
に
後
資
本
取
引
の
自
由
化
、

特
恵
黒
、
関
税
の
一
括
ヲ
げ
等
海
外
の
強
い
琴
に
も
応
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
転
換
期
に
あ
り
、
又
一
方
国
、
に
は
労
働
、
給
の
ひ
っ
迫
は
ま
す
ま
す
深
刻

化
し
、
加
え
て
金
融
調
整
下
の
中
で
国
レ
ヒ
に
逢
着
し
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、

か
つ
て
な
い
内
外
共
に
き
び
し
し
情
勢
に
力
て
い
る

」
の
と
き
に
当
り
当
所
は
、
か
か
る
、
格
的
国
、
ヒ
に
対
処
し
て
、
地
域
内
産
業

の
殆
ん
ど
が
中
小
企
業
で
占
め
ら
れ
て
い
る
関
係
上
、
の
経
営
基
盤
の
確
立
、
貝

も
企
業
体
質
の
根
本
的
改
善
を
図
と
共
に
産
業
全
体
と
し
の
効
率
化
を
高
め
る

た
め
企
業
の
協
業
化
、
集
約
 
L
よ
る
構
造
改
善
を
促
進
し
て
>
産
業
構
造
の
基
盤

の
強
化
向
上
に
努
め

な
お
、
近
鉄
移
設
に
伴
う
市
街
地
再
開
発
等
に
ょ
り
近
い
将
来
本
市
の
商
業

事
業
計
画

共
に
国
際
親
善
店
制

ゐ
発
足
を
考
究
す
る
。

如
上
の
観
点
か
ら
本

お
使
命
益
々
重
き
を

加
え
る
に
当
り
、
そ
の

並
盤
強
化
が
要
請
さ
れ

し
い
る
の
に
鑑
み
、
会

貝
の
増
加
運
動
を
幅
広

く
展
開
、
会
議
所
自
体

の
体
質
強
化
に
努
め
、

そ
れ
と
共
に
各
般
に
亘

る
施
策
の
建
議
要
望
活

動
を
活
発
に
行
な
V
、

当
所
事
業
の
成
果
を
高

め
る
。

立
地
は
大
き
く
変
ぼ
う
t
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
共
同
し
て
流
通
部

円
の
近
代
化
と
共
に
商
業
圏
の
ビ
ジ
ヨ
ン
作
り
に
努
め
る
。
次
に
万
国
愽
覧
会
に
対

処
じ
て
内
外
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
整
備
推
進
に
努
力
し
、
当
面
日
本
商
工
会
議
所

一
、
ー
ー

議
員
異

(

近
鉄
地
下
移
設
に
伴
な
う
市
街
地
再
開
発
、
西
奈
良
開
発
等
商
業
立
地
の
変
ぽ

う
に
対
し
、
関
係
官
庁
と
共
同
し
て
将
来
の
商
業
ビ
ジ
ヨ
ソ
の
確
立
に
努
め
る
。

観
光
振
興
対
策

万
国
博
観
光
客
受
入
態
勢
の
推
進
と
国
際
親
善
店
合
ヨ
含
旦
ぢ
旦
命
こ
且
1

乏
三
 
m
§
)
制
度
の
考
究

4
 
中
小
企
業
相
談
所
(
小
規
模
事
業
の
経
営
改
善
指
導
体
制
の
強
化
)

以
上
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
施
策
の
概
要
を
次
の
通
り
定
め
る
。

1
,
北

重
点
事
業

一
、
地
域
産
業
経
済
の
振
興
と
地
域
開
発
の
推
進

国
際
化
の
進
展
、
発
展
途
上
国
の
追
上
げ
、
特
恵
関
税
畏
等
内
外
環
境
は
非
常

に
き
び
し
く
、
中
小
企
業
の
存
立
基
盤
は
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
0
 
こ
の
よ
う

な
情
勢
に
対
し
中
小
企
業
構
造
高
度
化
に
努
力
す
る
。

ま
た
、
近
鉄
地
下
移
設
及
び
こ
れ
に
関
連
し
て
の
都
市
再
開
発
、
西
奈
良
住
宅
地

の
開
発
等
大
巾
な
進
展
を
み
せ
て
い
る
が
本
所
と
し
て
も
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の

立
場
よ
り
積
極
的
に
、
こ
れ
が
施
策
を
進
め
る
と
共
に
関
係
諸
機
関
と
連
携
を
保
っ

て
ょ
り
一
層
の
努
力
を
傾
注
す
る
。

)

既
存
企
業
の
発
展
策

1(
国
際
時
代
に
対
処
し
て
合
理
化
、
近
代
化
、
協
業
化
等
構
造
高
度
化
の
諾
一
。

)2
 
地
域
開
発
の
推
進

(

.
、
.
、

本
交
通
公
社
奈
良
営
業
所
長
植
紹
氏
御
栄
転

、
件
い
栗
田
勇
氏
が
着
任
さ
れ
立
し
た
。

従
っ
て
栗
田
勇
氏
が
後
任
議
員
と
な
ら
れ
た
の

四
三
・
ニ
・
-
0

で
御
報
告
申
上
げ
ま
す
。 ,

J
ハ 、

.

)(

(

管

費
費
費
費
費

乍

局

与

議
業
帳
費
挙
際

務

台
用
定
運

給
旅
事
会
事
法
理

3 2

1
2
3
4
5

<
一
,1

近
鉄
地
下
移
設
計
画
に

つ
い
て
の
懇
談
会
開
催

費
金
金
入
金
入

収

担
付

附
収

業

会
負
交
事
寄
雑

7

6

(

7
 
8
 
9

近
鉄
地
下
移
設
計
画
と
こ
れ
に
関
連
t
る
都
市
計
画
、
道
路
整
備
問
題
の

具
体
的
な
計
画
内
容
を
テ
ー
マ
に
県
、
市
、
会
議
所
の
合
同
懇
談
会
は
、
去

る
四
月
二
十
九
日
、
奈
良
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
た
。

当
日
は
県
側
よ
り
福
崎
士
木
部
長
、
慶
田
企
画
長
、
吉
村
計
画
課
長
、
竹

田
商
工
課
長
、
市
側
よ
り
川
戸
助
役
、
井
上
計
画
課
長
、
竹
内
社
会
働
労
課

長
が
出
席
さ
れ
、
商
工
会
議
所
は
役
員
、
議
員
五
十
一
名
が
出
席
、
河
合
副

会
頭
が
主
催
者
と
し
て
座
長
と
な
り
進
行
、
ま
ず
県
側
よ
り
近
鉄
地
下
移
設

の
内
容
に
つ
い
て
市
側
よ
り
都
市
計
画
並
び
に
南
北
道
路
及
び
東
西
勢
道

路
建
設
見
通
し
等
に
つ
V
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
終
っ
て
質
疑
応
答
に
入

り
、
三
岡
議
員
よ
り
「
新
駅
の
北
西
出
入
口
の
設
置
に
つ
い
て
」
小
林
議
員
よ

り
更
に
「
出
入
口
に
つ
い
て
」
垣
内
常
議
員
よ
り
「
油
阪
移
転
に
伴
う
対
策
に

に
つ
い
て
」
阪
本
常
議
員
よ
り
「
移
転
を
必
要
と
す
る
住
居
者
の
代
替
地
間

題
に
つ
い
て
」
臼
井
議
員
、
西
田
議
員
よ
り
「
東
西
線
道
路
建
設
促
進
に
つ

い
て
」
近
東
常
議
員
よ
り
「
奈
良
バ
イ
。
ハ
ス
の
路
線
変
更
に
つ
い
て
」
大
東

常
議
員
よ
り
万
愽
関
連
製
と
し
て
「
駐
車
場
対
策
に
つ
い
て
」
田
中
、
前

田
議
員
よ
り
「
防
災
ビ
ル
建
設
問
題
に
つ
い
て
」
北
浦
議
員
よ
り
「
油
阪
移

転
問
題
に
つ
い
て
」
更
に
又
、
浦
上
議
員
よ
り
「
北
西
出
入
口
設
置
に
つ
い

て
」
尾
田
議
員
よ
り
「
近
鉄
所
管
権
に
つ
い
て
」
活
発
な
意
見
が
だ
さ
れ
、

県
、
市
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
回
答
が
あ
り
熱
の
入
っ
た
鶚
談
会
と
な
っ
た
0

1

2

2
3

ー
ー

+
ー
ー
ー
ー

3

4

5

6

昭和 43年度収支予算書

(昭和43年4月 leL昭和"年3月31日)

9,460,000

940,500

5,098,000

930,000

1,000

妬,000

50,000前年度繰越金

(単位円)

4,261,000
500,000
930,000
645,000

フ,288,000

950,000

選 費
交 費
公課分担金
福利厚生費
退職資金積立金
特別会計繰入
雑 費
予備費

10

③

16,524,500

Ⅱ

170,000
653,000
472.500

550,000

100,000
5,000

16,524,500

ー"゛"、]"'、ーコー^""「、、J^子一、」]^ J^「一"ー'、.]]一、_]ノ'^『、_ノー、^、、_ノ.^一『、、J「、、子.]ノ【

浄

支出の部収入の部

合計合計



点
に
映
え
る
春
の
生
存
者
叙
穫
去
る
四
月
二
十
九
日
に
発
表

さ
れ
、
当
商
工
会
辧
関
係
で
峡
常
誓
、
菊
池
武
三
郎
氏
(
奈

良
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
鵠
会
長
)
峡
勲
四
希
宝
琴
、
ま
九
常

一
臂
下
出
久
謀
氏
(
佛
下
出
商
会
長
)
峡
勲
五
等
双
光
旭

日
章
を
、
更
に
ま
九
元
議
員
阪
田
勇
氏
(
精
霽
会
長
)
は
、

契
等
能
旭
日
軍
の
栄
誉
を
そ
れ
ぞ
れ
ミ
さ
れ
元

'
轟
.
暖
三
一
f

J
 
〒
'
.

、
=
一
と
一
.
:
,
"
=
=
瓢
'
'
゛
'
ト
一

一
,
ー
ヨ
当
〒
,
=
一
一
一
,

'
予
立
'
ι
]
 
1

J
 
一
玉
,
、
キ
=
、

、
゛
.
手
;
^
ヨ
^
一
一
:
達
^
^
、
^
=
"

,
;
'
"
'
・
,
t
/
゛
一
^
"
.
"
、
、
毛
、

一

L
邑

日
商
常
議
員
会
1
大
阪
に
て
開
催

1

日
本
商
工
会
辧
第
一
五
一
回
常
議
員
会
は

去
る
四
月
十
七
日
、
新
装
な
0
元
大
阪
商
工
会

詠
所
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
九
が
当
所
よ
り
、
河

合
副
会
頭
、
中
村
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

会
議
は
報
告
事
項
十
三
件
、
協
議
事
項
五
件

か
鴛
さ
れ
た
が
日
本
万
国
博
覧
会
へ
の
協
力

に
つ
い
て
別
掲
の
通
り
申
し
合
せ
が
な
さ
れ

元
。

^
'
^
^
-
ー
メ
.
↓
,
,
'
'
.
'

^
与
1
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

菊

、' 一

計

.
」

亮

日
本
万
国
博
覧
会
に
対
す
る

協
力
に
っ
い
て
の
申
合
わ
せ

事
項万

国
博
ム
ー
ド
の
盛
上
げ

、

開
会
ま
で
あ
と
二
年
足
ら
ず
に
迫
っ
た
万

国
博
に
対
す
る
国
民
の
鬨
心
を
高
め
る
九
め

各
地
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
、
日
本
万
国

愽
協
会
等
が
器
す
る
万
国
嘉
念
行
事
お

よ
び
地
方
に
お
け
る
行
事
に
関
連
し
て
、
商

店
街
の
協
贅
売
出
し
、
協
賛
国
内
見
本
市
等

の
開
催
、
そ
の
他
の
P
R
事
業
を
通
じ
て
、

万
国
愽
ム
ー
ド
の
一
層
の
盛
上
げ
に
協
力
す

る
。万

国
博
の
全
国
的
な
協
力
体
制
を
整
備
す

る
た
め
、
先
に
各
都
市
の
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
っ
て
地
方
協
輪
織
を
結
成
す
る
よ

う
申
合
わ
せ
た
。
そ
の
後
各
地
で
か
な
り
の

髭
組
織
の
結
成
を
見
て
い
る
が
、
今
後
更

に
各
地
に
お
け
る
協
賛
組
織
の
結
成
に
努
力

ノ
、
一

」
イ

'

一一

尋妻

'气
ル
、
之

す
る
。
し
か
し
て
、
政
府
の
指
導
の
下
に
日

本
万
国
愽
推
進
協
力
民
間
体
制
の
確
立
を
は

か
り
、
こ
の
中
央
組
織
し
て
協
籍
織
は
協

力
と
各
地
に
お
け
る
都
市
の
希
、
公
徳
心

の
向
上
な
ど
府
県
民
運
動
の
展
開
を
は
か
る

も
の
と
し
、
商
工
会
誘
と
し
く
積
極
的
に

協
力
す
る
。

ニ
、
内
外
概
光
客
の
誘
致
と
接
遇

万
国
愽
へ
の
観
客
誘
致
の
九
め
、
名
界

各
屶
面
で
速
や
か
に
働
き
か
け
る
こ
と
か
凱

ま
れ
る
の
で
、
商
工
会
俳
と
し
て
は
内
外

の
器
を
通
じ
て
、
万
国
博
へ
の
観
光
客
の

梦
票
に
一
層
努
力
す
る
。

ま
た
多
数
の
内
外
観
光
客
を
暖
か
く
迎
え

る
た
め
に
、
ー
・
 
G
 
・
 
S
 
・
(
国
際
親
並
叩
店
)

制
度
を
普
及
す
る
ほ
か
、
各
種
の
接
潮
練

教
育
等
の
徹
底
を
は
か
り
、
併
せ
て
観
光

士
産
品
の
品
質
向
上
等
に
も
努
力
す
る
。

三
、
文
化
、
産
芙
徽
光
の
紹
介

万
国
零
期
中
に
訪
れ
る
多
数
の
内
外
観
光

客
に
自
然
美
に
恵
ま
れ
、
伝
統
に
育
ま
れ
た
b

が
国
の
真
の
姿
を
充
分
に
理
解
し
て
貰
ら
う
よ

う
努
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
た
め
、
商
工
会

議
所
に
お
い
て
は
、
文
化
、
産
業
、
観
光
資
源

の
葬
に
一
段
と
努
力
す
る
。
な
お
、
こ
の
た

め
、
今
後
関
係
当
局
と
共
に
こ
れ
ら
施
設
の
整

備
充
実
に
配
慮
す
る
。

i

父

己きP

、

米
国
の
輸
入
課
徴
金
阻
止
へ

全
米
会
議
所
に
尽
力
方
要
請

ノ

米
国
が
ド
ル
防
衛
策
の
一
環
と
し
て
検
討
中

の
愉
入
課
徴
金
創
設
峡
わ
か
国
の
対
米
輸
出

に
極
め
て
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
も
の
と
懸
念

さ
れ
る
の
で
、
日
商
で
は
二
十
一
日
念
幾
員

会
で
大
阪
会
俳
か
ら
の
髪
梁
に
ょ
り
、

全
米
商
業
会
需
に
対
し
て
謡
方
の
要
勢

行
な
う
こ
と
を
陰
し
、
二
十
二
日
、
日
商
足

立
会
頭
名
で
フ
ラ
ソ
・
シ
メ
ー
ス
全
米
商
業
会

議
所
会
頭
宛
に
次
の
よ
う
打
電
し
た

全
米
商
業
会
議
所
会
頭

フ
ラ
ン
・
シ
バ
ー
ス
殿

こ
の
た
び
貴
国
に
お
か
れ
て
は
、
国
際
収
支

均
衡
の
た
め
の
措
羅
の
一
環
と
し
て
、
輸
入
課

徴
金
制
度
な
ど
の
創
設
を
検
討
中
と
伝
え
ら
れ

ま
す
が
、
か
よ
う
な
輸
入
制
限
的
措
陛
、
他

国
の
蛾
復
的
な
輸
入
制
限
的
措
遣
壽
発
L
、

数
年
に
わ
た
る
国
需
協
力
に
ょ
っ
て
得
ら
れ

癖算

た
ケ
ネ
デ
ィ
・
ラ
ウ
ソ
ド
烹
の
成
果
姦
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
日
米
貿
易
に
対
す
る
影
粋

も
極
め
て
甚
大
で
あ
り
ま
す
の
で
、
強
く
反
対

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

貴
国
政
府
が
、
国
際
自
由
通
商
政
策
を
堅
持

せ
ら
れ
る
よ
う
貴
商
業
会
哥
に
お
い
て
も
何

卒
ぞ
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
t
よ
う
切
望
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

一
九
六
八
年
二
月
二
十
二
日

日
本
商
工
会
議
所

会
頭
足
立

正

●
W
会
ど

糖
回
商
工
技
術
担
当
者
会
議

開
催

第
袷
回
珠
算
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

日
商
主
催
第
部
回
近
畿
地
区
商
工
会
議
所
商
工
技
術
担
当
者
会
議
並
び
に
第
玲
回
近
畿
地
区
珠

算
ブ
戸
ツ
ク
会
議
が
四
月
四
日
(
木
)
午
前
十
時
よ
り
新
装
な
0
矣
阪
商
工
会
需
ビ
ル
四
0

5 4

.

二
号
会
議
室
に
於

い
て
関
係
者
竺

0
0
名
出
席
の
も

と
に
開
催
さ
れ
九
。

決
議
事
項
中
特

に
当
所
に
関
係
の

あ
る
、
の
を
挙
げ

A

.

計
算
尺
検
定

に
つ
い
て
は
心

年
6
月
実
施
分

よ
り
1
級
受
験

者
に
写
真
が
必

要
と
な
っ
た
こ

と
。珠

算
1
 
・
 
2

級
の
見
取
暗
算

近
い
時
期

●
よ(

未
定
)
雫
廃
止

さ
れ
る
予
定
で

あ
る
こ
と
。

別
表
各
種
検

定
謡
施
行
期

日
に
つ
い
て
は

今
後
変
更
し
な

い
こ
と

X

珠

X

X

'
'
ゴ
ー
ー
」
,
゛
 
1
 
玉
1
 
i
 
J
J
」
'
 
a
J
,

X

X

X

③

種目

43年4月

5打

6月

7貝

8月

9貝

10月

Ⅱ月

12月

"年1貝

2月

3河

昭和43年度商工会議所各種検定試験施行期日一覧表

①

②

(第63回)
30日(最終日燿)

①る
と

(第28回)
9日(第2 肌御

(第64回)
27日(最終日曜)

算尺 1国民珠算競技大会1計算尺競技大会

(第29回)
16日(第3日曜)

1(第22回地方予選)船日(第4日曜)

(第備回)
9日(第2 肌琵)

(第29回)
17日(第3 部畏)

(第22回中央大会)
26日(第4日曜)

(第30回)
29日(第 5日曜)

、,ー''

、一●ご・
1'V JJJ

JJ^

^

宅拒̂

^

^

.昌

(第31回)
1日(第 1日曜)

勲六等栄光旭日章

阪田勇氏(7D

^

゛星

(第1Ξ、向地方予選)
24日(第4日曜)

(第12回中央大会)
26日(最終日曜)

勲五等双光旭日章

下出久治郎氏(73)

⑦

、"'

廻Ⅱ川苓証高宝草

池武三郎氏(73)

①

②

叙勲本年度



組
織
化
す
す
む

最
近
の
中
小
企
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
ま
こ
と
に
厳
し
く
、

産
業
継
の
再
編
成
、
組
織
化
等
が
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
忠
に
対
処
し
て
、
本
県
鉄
鋼
阪
売
業
界
の
内
、
比
較

的
大
型
店
十
社
が
、
協
同
組
合
結
成
に
乗
り
出
し
、
去
る
三
月

八
日
、
奈
良
国
際
ホ
テ
ル
に
於
て
創
立
総
会
を
開
き
、
奈
良
県

鉄
錨
卸
業
協
同
組
介
を
登
し
、
器
長
に
河
合
利
喜
蔵
氏
が

選
ば
れ
た
。

な
お
、
こ
の
協
同
組
合
の
特
色
は
、
十
名
の
構
成
に
ょ
る
会

員
役
員
制
で
あ
る
こ
と
と
、
一
市
一
人
を
原
則
と
し
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
当
面
の
聖
と
し
て
は
、
共
同
仕
入
に
お
い
て
い

る
。汰

に
ま
た
、
本
市
鉄
工
業
界
で
、
軌
を
一
ツ
に
し
て
黒

に
、
当
商
工
会
議
所
に
お
い
て
再
々
協
勢
重
ね
、
発
起
人
代

表
と
し
て
、
小
野
鉄
工
所
小
野
恵
造
氏
か
選
ば
れ
約
二
十
名
の

業
界
参
加
を
目
し
て
近
く
、
協
同
組
合
登
に
ふ
み
切
る
予

定
。

、

好
評
を
博
し
た

新
入
社
員
訓
練
講
座

《
ー
ー
ー
)
ち
1
辛
1
貞
X
 
气
1
J
 
,
f
、
幻
ノ
'
ー
゛
)
,
ι
气

奈
良
市
観
光
商
工
課
と
の
連
絡

協
議
会
を
開
催

当
所
で
は
奈
良
市
観
光
商
工
課
と
の
定
例
連
翻
議
会

を
去
る
四
月
二
十
日
開
催
し
、
昭
和
四
十
三
年
度
事
業

計
画
・
当
面
の
事
業
と
し
て
去
る
議
員
奨
厶
で
決
定
を

み
た
企
業
の
一
日
ト
ッ
ク
制
度
・
更
に
は
万
国
野
策

の
一
系
業
と
し
て
の
商
店
街
美
化
器
(
花
し
っ
ぱ

い
運
動
)
等
に
つ
き
極
々
協
議
さ
れ
九
。
尚
市
よ
り
川

尻
経
済
部
長
、
沌
川
観
光
商
工
課
長
、
桐
木
課
長
補
佐

中
引
傍
長
聖
が
よ
り
中
村
券
器
、
和
井
田
局
長
、

当
所
で
は
昭
和
四
十
三
年
度
の
ト
ッ
プ
を
き
る
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
新
入
社
員
迎
入
期
に
際
し
、
こ
れ
が
早
期
戦
力
化
を
図
る

と
と
も
に
、
新
し
い
産
業
人
、
社
会
人
と
し
て
の
正
し
い
物
の

見
方
や
考
え
力
、
行
動
基
準
等
を
一
日
も
早
く
身
に
つ
け
て
も

ら
う
た
め
、
斯
道
の
専
門
家
を
多
数
招
い
て
、
四
打
十
八
日

(
木
)
、
十
九
日
(
金
)
、
二
十
三
日
(
火
)
、
二
十
四
日
(
水
)

の
四
日
間
、
劃
ス
ケ
ヂ
ユ
ー
ル
に
ょ
り
管
内
中
小
企
業
の
新

入
社
員
を
主
な
対
象
と
し
て
製
議
を
鴇
し
た
。

発
の
一
途
を
辿
る
求
人
如
の
折
か
ら
、
企
業
に
と
っ
て
彼

小
4
只
靈
な
人
材
で
あ
り
、
こ
れ
が
成
長
を
期
待
し
て
百
名
近

い
参
加
者
を
見
九
こ
と
は
最
近
に
例
を
見
な
い
こ
と
で
あ
り
、

経
等
の
熱
券
程
が
大
い
に
う
か
ゞ
わ
れ
た
。
又
受
誥
者
達

に
も
こ
う
し
た
経
営
者
の
、
倫
が
よ
く
理
解
さ
れ
、
早
く
企
業

に
な
じ
み
、
会
社
や
お
店
に
役
立
つ
従
業
員
に
な
ら
う
と
の
意

懲
が
見
ら
れ
、
謡
習
中
も
終
始
活
発
な
質
問
を
し
た
り
、
ス
ラ

イ
ド
の
大
釖
な
ポ
イ
ソ
ト
を
メ
モ
に
し
て
打
く
等
、
最
後
ま
で

熱
心
に
一
篇
し
て
、
極
め
て
烹
ヅ
発
七
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

尚
今
後
も
本
年
度
セ
ミ
ナ
ー
を
内
容
も
新
た
に
ど
ヒ
ど
し
実

施
し
て
行
き
ま
す
の
で
今
回
同
様
多
数
三
需
下
さ
V
。

▼
1
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー

四
月
十
八
日
(
木
)
(
商
業
・
工
業
)

1
 
奈
良
市
商
工
業
の
現
状

2
 
学
校
生
活
と
職
場
生
活
の
述
い

3
 
^
く
一
、
思
^
と
^
^
え

4
 
自
己
璽
と
そ
の
目
橡

四
河
十
九
日
(
金
)
(
商
業
)

1
 
新
し
い
時
代
の
お
店
と
店
員

2
 
ス
ラ
イ
ド
ψ
乍
,

イ
店
頭
販
売
の
秘
決

ロ
サ
ー
ビ
ス
と
は

四
月
二
十
三
日
(
火
)
(
璽
)

1
 
企
業
と
い
う
社
会

2
 
組
織
の
一
員
と
し
て

3
 
ス
ラ
イ
ド
映
写

イ
正
し
い
受
付
と
響
の
仕
力

口
命
令
の
受
け
方
と
繊
告
の
仕
方

四
月
二
十
四
日
(
水
)
(
商
業
・
工
業
)

ー
グ
ィ
ヤ
ル
電
話
教
{
至

イ
電
牙
知
識
に
つ
い
て

ロ
キ
織
の
応
待
と
エ
チ
ケ
ッ
ト

2
 
映
画

ビ
ジ
ネ
ス
と
電
話
他
2
本

@
誥
師

/
、

再

/

ー
,
コ

阜

ノ
ノ
9
十

-
 
J

、
一

ノ

、

>
、
、
ー

,れ
佃
の
珀
和
川
十
.
可
鹿
曽
、
、
放
励
会
よ
四

、

＼

」ーノ雫
行
さ
^
た
。

、
、
、

、
〕
の
日
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
た
若
人
に
は

遠
く
九
州
、
寸
国
の
出
身
者
も
い
て
六
十
余
名

か
参
加
し
た
、

先
t
ヨ
ザ
中
付
専
鷺
t
は
歓
塑
の
こ
と
ば

と
し
てフ

レ
ッ
シ
三
、
ン
と
し
て
学
業
を
終
え
藷

君
は
'
器
会
と
云
う
本
鄭
台
に
立
ち
、
真
の
人

生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
諸
君
に
与
え
ら
れ

た
仕
事
が
最
初
は
ど
ん
な
に
小
さ
い
も
の
で
あ

つ
て
も
そ
れ
が
社
会
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
目
覚
し

社
会
人
と
し
て
の
争
叩
り
J
轟
つ
し
と

ノ
」

人
生
大
い
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と

を
信
条
に
健
康
と
良
友
を
得
て
は
じ
め
て
幸
福

が
得
ら
れ
る
。

又
成
功
の
条
件
と
し
て

①
同
じ
職
場
に
長
く

^
他
人
よ
り
も
努
力
す
る

こ
ど
を
力
説
さ
れ
、
心
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
。

引
紕
き
県
市
等
を
代
表
し
て
竹
田
県
商
工
課

長
、
川
尻
市
経
需
長
、
吉
村
墜
安
定
所
長

が
夫
々
の
立
場
か
ら
激
励
さ
れ
た
。

最
後
に
大
阪
ス
久
チ
ブ
ム
愉
社
長
浅
田
繁

氏
か
「
若
人
に
期
待
す
る
」
と
題
し
て
概
要
次

の
様
な
雲
鷲
を
さ
れ
一
同
に
心
か
ら
の
激
上

励
と
深
い
感
銘
を
手
え
ら
れ
た
。

一

紹
和
二
0
年
敗
戦
の
焼
士
か
ら
立
上
っ
た
日

、
、
一

,

"

^
弓
^
^
y
^
幽
"
^

^
笹
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

6

児

と

◇
◇
◇
◇

松
井
野
氏

牧
野
一
萌
氏

J
ノ
ノ
'
?
、
、

四

二
克
f

一
ψ
松
1
ξ
,
途

阿
、
^
、
^
喫
^
、

烹
一
^
●
畷
^
^
一

、
^
、
^
号
●
叉
一

鄭
^
ι
^
"
辻
一
^
一

唯
'
浄
,
ー
ー
ー
ー

=

メ

.'

'

ノ

本
は
そ
の
後
国
民
一
人
一
人
の
逞
し
い
努
力
で

経
済
的
復
興
を
見
、
現
在
で
は
ア
メ
リ
之
ソ

連
に
次
い
で
経
済
力
で
は
世
界
で
第
三
位
に
ま

で
の
し
上
っ
た
、
今
や
世
界
の
人
口
は
三
十
三

億
を
超
え
て
い
る
が
、
二
十
一
世
紀
の
世
界
は

日
本
の
貯
代
だ
と
予
-
ー
る
も
の
も
あ
る
。

地
響
は
こ
の
喜
ば
し
い
埒
代
に
世
の
中
で
一

番
活
耀
で
き
る
年
令
期
を
迎
え
る
の
だ
か
ら
益

々
以
っ
て
勉
強
し
て
貰
い
た
い

0

マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
を
捨
て
誠
実
・
努
力
・
勇

気
で
社
会
に
え
す
る
心
構
へ
が
肝
要
だ
、
人

生
は
自
ら
創
造
す
る
も
の
だ
と
訓
さ
れ
た
。

又
誰
の
も
の
で
、
よ
い
か
ら
尊
敬
す
る
す
ぐ

れ
た
人
物
の
伝
記
を
読
み
、
温
故
知
新
静
思

力
践
一
灯
照
隅
の
精
神
で
処
世
す
る
様
力
説

参
;

.

一

一

゛

"

"

三

一

女

一

.
三
言
" =

手

」

.

J

J

.

(

一

一

一
〒
'
、

゛

.

一

一

芋

゛

ゞ

一

り
"
よ
り
い
三
所
3
W
ー
ナ
ー
ル

一

§
ン

ノ

一
;

リ

)

7

さ
れ
た
、
又
若
人
達
に
贈
る
激
励
の
こ
と
ぱ
と

し
て①

健
康
に
黒
す
る
こ
と

②
物
ご
と
を
よ
く
考
え
る
こ
と

③
よ
い
事
は
実
行
に
移
す
こ
と

④
無
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と

⑤
運
命
に
負
け
な
い
こ
と

を
挙
げ
ら
れ
、
松
下
氏
や
早
川
氏
の
成
功
の
引

例
も
よ
ろ
し
く
一
伺
に
明
る
い
希
望
を
与
え
ら

れ
た終

了
後
ド
リ
ー
ム
ラ
ソ
ド
を
見
学
し
陽
春
の

午
後
を
た
の
し
く
す
ご
し
て
激
励
会
を
終
了
し

た
。

重

▲、
耳

」

、

キ

、

と

注き乏誤炎^^注亀乏ヌ亀乏ヌき乏、ヌ零宅ヌ今乏ヌ宅契ヌ匙乏ヌ余奬^111江亀乏1、ヌ=芝夕今更

21 世紀は君達の時代だ
キ艮性ある社会人に.ノ

学卒新規採用者激励会

^ヲ^ヌ容乏注き芝注亀芝ヌ亀乏謬き乏ヌ亀乏注乏勇乏ヌさ乏、ヌき乏炎炎ヌ写乏三乏乏ヌ亀芝ヌ=乏

.^、,'こ「「でトーノー.^旻

^^

1 万'
長
イ'
,1.
ゞ村
イ.低'1

か
(吐,
1,111'11
/し

エニ

ご入
'L

1_1
1
後

、鬼,モιガコ

!

. 、jミ

一→,ー
E

'ハjψ,^
巨雪ず-11、气参経f民g史§、

^ J /

ゞト、一[.^"'「〕'コキ、"^ー'^^曼、],.ー^=ー'々、ー'^コ^.ー.七"ニー^ーーー=^ー

凝
^̂
^

'^.= J

毛'三」

^

^

^"

三 ^

^

^

^

J ,ミ

^
毛

会場風景

一炉繍゛'゛



企
業
経
営
者
の
社
会
的
責
任

'

'
本
人
の
旺
盛
な
エ
ネ

ル
キ
ー
に
^
^
リ
^
、

昨
年
の
春
ア
メ
リ
カ
の
物
理
学
者
で
経
済
学

者
で
、
あ
る
ハ
ー
ヤ
ソ
・
カ
ー
ソ
氏
か
二
十
一

総
を
展
望
す
る
望
を
発
表
し
、
そ
の
な
か

で
一
番
繁
栄
す
る
国
民
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で

あ
ろ
う
と
大
批
な
相
翼
ル
を
し
九
。
ま
九
イ
ギ
リ

ス
の
経
章
空
=
ノ
ミ
ス
ト
は
「
昇
る
日
本
」

と
題
し
て
寝
急
"
経
済
発
展
を
遂
げ
光
H

本
の
旺
盛
な
民
族
的
千
不
ル
ギ
ー
と
轟
の
一

途
を
た
ど
る
英
国
の
現
状
と
を
対
比
し
て
日
本

に
美
と
国
民
に
訴
え
て
い
る
。

こ
ん
な
こ
と
か
ら
最
近
日
本
に
対
t
る
諸
外

国
の
評
価
は
と
み
倫
ま
0
て
い
る
反
面
、
 
H

米
安
全
保
堅
約
で
国
家
の
安
全
と
国
民
の
生

命
、
%
の
安
全
を
守
0
て
も
ら
い
な
か
ら
大

し
た
国
防
費
の
負
担
な
し
に
温
く
温
く
と
世
界

禽
と
か
け
は
な
れ
た
経
済
成
長
を
?
づ
け
て

い
る
B
本
を
「
経
済
的
動
物
」
だ
な
ど
と
"

す
る
世
界
の
批
判
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
両

面
の
対
日
観
は
過
大
評
価
の
面
や
ジ
エ
ラ
シ
ー

も
あ
ろ
う
が
、
あ
る
程
度
日
本
の
.
ホ
イ
ソ
ト
を

衝
い
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
と
思
う

比
麺
の
な
綸
度
成
長
を
つ
づ
け
て
い
る
こ

と
'
李
あ
る
が
、
道
路
、
交
通
"
、
亀

不
足
、
消
喪
物
価
高
あ
る
V
は
公
害
問
題
と
い

つ
た
社
会
資
本
の
投
資
の
不
足
や
農
業
の
低
生

産
性
、
中
小
企
業
と
い
っ
た
二
重
構
成
と
い
う

大
き
な
矛
盾
を
内
蔵
し
て
お
り
、
政
治
的
に
、

国
防
外
交
の
基
本
政
策
な
ど
国
論
は
立
さ
に
二

分
さ
れ
た
形
で
政
治
は
不
安
定
の
状
誓
あ
り

こ
と
に
こ
れ
ら
の
諸
点
を
進
歩
的
学
老
と
か
文

化
人
と
称
せ
ら
れ
る
人
た
ち
が
鋭
く
批
判
し
マ

ス
コ
ミ
も
ど
ち
ら
か
と
い
ぇ
ば
国
民
的
威
伊
τ

刺
戟
す
る
よ
う
な
報
道
や
考
品
か
多
く
世
論
を

不
安
の
力
向
に
か
り
立
て
て
>
る
傾
向
す
ら
な

し
と
し
な
し

し
か
し
敗
鴨
」
器
の
な
か
か
ら
祭
二
十

二
年
の
問
に
、
鉄
鉱
石
も
原
鷲
も
殆
ん
ど
な

く
石
油
、
非
鉄
金
属
'
和
花
、
羊
毛
な
ど
の
工

業
慨
は
申
す
に
及
ぱ
ず
、
食
糧
さ
え
も
小
麦

家
畜
親
な
ど
二
十
三
雫
ル

油
脂
、

、

も
輸
入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
資
源
の
貪
困
な

日
本
が
、
飴
で
は
四
十
二
年
度
で
は
粗
鋼
生

産
六
千
三
百
万
ト
ソ
で
、
米
、
ソ
は
及
ば
な
い

プ
ラ
ソ
ス
の
二
千
万
ト
ソ
、
イ
ギ
ト
ス
の

、
、
、
力二

千
五
百
、
西
独
の
三
千
七
百
万
ト
ソ
を
は
る

か
に
抜
い
て
世
界
第
三
位
で
し
か
、
毎
年
千
万

ト
ソ
の
鋼
材
を
輸
出
し
て
世
界
最
大
の
輸
出
国

で
あ
り
造
船
護
世
界
生
産
の
四
六
%
を
占
め

て
世
界
の
輸
出
造
船
里
薊
強
を
占
め
る
田
然

な
る
優
位
を
保
ち
自
動
車
製
産
も
三
百
万
台
を

丙
午

越
し
て
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
第
二
位
、
石
油
も
一

億
一
千
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
消
化
し
、
化
学
、

電
力
そ
の
他
の
重
要
産
業
は
い
ず
れ
も
世
界
の

一
位
か
ら
三
位
に
の
し
上
っ
て
世
界
の
三
大
工

業
国
に
の
し
上
っ
て
現
状
は
ま
さ
に
驚
異
で
あ

り
わ
れ
わ
れ
は
日
本
民
族
の
旺
盛
な
干
不
ル
ギ

ー
に
も
0
と
誇
り
を
も
0
て
い
い
と
私
は
思

丁
 
1
-
ー
ー
,

う
0

谷
理
化
近
代
化
の
担
い

手
に
、

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
実
を
い
ぇ
ぱ
技

術
革
新
も
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
,
ソ
、
マ
ス
プ
戸

ダ
ク
シ
"
ソ
と
い
っ
元
近
代
的
な
生
産
設
備
な

ど
高
度
成
長
の
中
核
を
な
す
も
の
は
ほ
と
ん
ど

大
部
分
ア
メ
リ
カ
か
ら
遵
入
し
た
、
の
で
あ
り

世
界
銀
行
や
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
銀
行
そ
の
他
の

外
資
の
導
入
等
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
技
術
革
新
や
近
代
設
備
な
り
経
営
方
式

な
り
消
化
応
用
す
る
だ
け
の
技
術
水
準
や
作
業

の
技
能
力
、
経
営
力
の
あ
0
元
こ
と
と
、
そ
れ

に
自
主
技
術
な
ど
で
改
善
合
理
化
を
加
え
た
の

は
た
し
か
に
日
本
の
強
味
で
は
あ
0
九
が
概
し

て
模
倣
経
済
の
そ
し
り
は
ま
ぬ
が
れ
な
い

あ
る
学
者
の
説
で
は
十
五
年
前
に
な
か
っ
た

、
の
が
現
在
世
界
生
産
の
四
0
%
を
占
め
て
船

り
お
そ
ら
く
今
後
十
五
年
問
に
は
世
界
生
産
の

六
0
%
は
現
在
生
産
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
占

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
言
し
て
い
る
い
ず

れ
に
し
て
も
こ
れ
か
ら
は
業
技
術
の
革
新
を

中
心
に
産
業
構
造
も
重
化
学
工
業
を
中
心
に
ま

之
゛
'
,
ー
エ
ユ
τ
ヨ
ノ
'
'
ι
三
 
J
 
ユ
イ
ー
,
,
,
ノ
せ
之
ヨ
'
吉
'
キ
ー
」
'
'
ぜ
才
ノ

す
ま
す
高
度
化
し
、
社
△
砥
旭
も
政
治
構
造
す

ら
も
大
き
な
変
化
を
当
都
う
こ
と
が
桜
さ

れ
る
。と

こ
ろ
で
日
本
経
済
、
こ
と
に
生
産
の
八
0

%
は
企
業
体
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
こ
れ
か
ら
は
政
府
の
研
究
開
発
投
資
も
思
切

つ
て
増
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
が
、
何
と
い

つ
て
も
技
傘
新
な
り
合
理
化
、
近
代
化
を
実

践
す
る
の
は
企
業
で
あ
り
わ
れ
わ
れ
会
社
自
身

で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
信
念
を
も
っ
て
対
処
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
前
述
の
如
く
資
努
貪

困
な
日
本
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
立
す
経
済
を
発

展
さ
せ
、
国
民
生
活
を
豊
か
に
t
る
と
共
に
そ

う
し
た
経
済
基
盤
の
上
に
政
治
の
定
安
と
、
教

育
、
文
化
あ
る
い
は
芸
術
な
ど
の
文
明
の
花
を

咲
か
せ
、
豊
か
で
自
由
で
平
和
な
高
い
文
化
的

釜
の
生
活
を
亨
受
L
得
る
よ
う
な
社
会
を
建

設
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
た
V
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
も
器
大
切
で
あ
る
が
、
そ
の
基

盤
作
り
は
わ
れ
わ
れ
企
業
の
責
任
で
あ
る
こ
と

、
0

を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
L

、
人
間
の
創
造
的
能
力
開

発
を
、

そ
の
元
め
に
は
労
働
力
も
そ
ろ
そ
ろ
限
界
が

見
え
て
き
た
今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
日
本
人
の
人
間
能
力
を
開

発
し
、
こ
と
に
謬
的
な
能
力
を
大
い
に
開
発

し
て
独
自
の
科
学
技
術
や
生
張
備
の
み
な
ら

ず
高
度
の
経
鴛
力
を
発
揮
し
、
良
質
で
廉
価

の
製
品
を
生
産
し
て
国
際
競
争
力
を
高
め
輪
出

者
略
歴

を
増
大
t
る
こ
と
に
ょ
っ
て
国
¥
増
す
以
外

0

ー
ナ
 
L

今
日
住
宅
鄭
、
交
通
"
ど
生
染
誓
不

満
か
ら
い
ろ
い
ろ
克
会
不
安
を
こ
と
さ
ら
に

か
き
た
て
る
よ
う
な
マ
ス
コ
ミ
の
風
湘
が
目
立

つ
て
い
る
。
し
か
し
廃
虚
の
な
か
か
ら
集
二

十
二
年
で
し
か
も
系
の
な
い
こ
の
狭
い
圃
士

で
一
億
の
長
が
み
ん
な
鸞
す
る
よ
う
な
こ

と
が
出
来
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
や
は
り

こ
れ
か
ら
の
国
民
的
努
力
に
ょ
っ
て
解
決
し
て

ゆ
か
な
け
れ
ば
ど
ぅ
に
も
な
ら
な
い
冏
題
で
あ

る
。
無
論
自
民
党
が
近
代
政
党
に
早
急
に
脱
皮

成
長
し
て
圈
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
二
と
が
、

緊
急
の
要
務
で
あ
る
が
、
需
五
十
年
、
こ
の

闇
に
何
百
万
と
い
う
国
民
相
剋
の
血
を
流
し
た

ソ
連
の
国
民
生
活
で
す
ら
ま
だ
ま
だ
日
本
よ
り

ば
る
か
に
低
い
現
状
で
あ
り
、
中
国
の
こ
と
は

申
す
に
及
ぱ
丈
何
を
好
ん
で
大
き
な
犠
牲
を

払
っ
て
社
会
主
義
国
家
に
な
る
必
要
が
あ
る
で

あ
ろ
う
か
自
明
の
理
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
企
業
経
営
者
は
そ
の
使
命
を
果
す

九
め
に
は
も
っ
と
も
っ
と
研
究
投
資
を
投
入
し

あ
る
い
は
人
器
力
・
創
造
的
能
力
を
開
発
す

る
た
め
に
、
従
来
の
学
儒
重
、
年
功
,
劣
の

硬
直
し
た
人
取
制
度
を
改
革
し
、
ま
会
金
体

系
に
も
職
務
給
、
能
率
給
な
ど
を
大
巾
に
取
入

れ
て
・
実
力
主
義
、
能
力
主
義
の
シ
ス
テ
ム
を
積

極
的
に
つ
く
り
あ
げ
零
の
合
理
化
、
近
代
化

を
進
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

威
治
へ
の
関
心
と
発

言
力
、

、
ー

,
.
、

ー
ー
ー
之
1
 
1
 
◆
1
'
ー
ー
ヨ
.
!
.
卓
卓
卓

中
小
企
業
も
政
府
の
施
策
も
大
い
に
必
要
で
は

あ
る
が
、
要
は
思
切
っ
た
専
門
化
を
行
い
、
あ

る
い
は
協
力
化
に
ょ
る
経
済
効
率
の
向
上
な
ど

や
る
べ
き
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
フ
メ
リ

力
の
中
小
企
業
の
占
め
る
シ
エ
ア
は
日
本
に
劣

ら
ぬ
ほ
ど
大
き
い
が
、
大
企
誓
劣
ら
罷
率

的
経
営
で
確
固
た
る
地
歩
を
占
め
て
い
る
こ
と

を
参
考
と
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
企
業
人
は
社
会
や
政
治
と

の
関
迎
に
お
い
て
き
わ
め
て
大
き
な
社
会
的
責

任
1
日
本
を
躍
進
さ
せ
る
担
い
手
で
あ
る
と
V

う
自
覚
と
社
会
や
政
治
に
対
す
る
大
き
な
関
心

と
霄
力
を
も
つ
よ
う
な
社
会
的
地
位
と
実
力

を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

さ
ら
に
ま
た
b
れ
わ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
に
開

発
の
遅
れ
た
、
卒
直
に
言
っ
て
貧
困
と
疾
病
な

ど
の
充
満
し
て
い
る
数
億
の
眺
人
を
、
つ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
資
冴
開
発
や
産
業
の

建
設
、
保
健
衛
生
、
教
育
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ

る
面
で
協
力
し
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
国
民
生
活

の
安
定
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
亜

の
安
定
こ
そ
世
界
の
平
和
に
通
ず
る
道
で
あ
る

と
信
ず
る
。

、

8

イ
タ
虫
.
ノ

あ
な
た
な
ら
ど
ぅ
す
る

9

リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
の
中
で
、
も
っ
と
、
重
要

な
こ
と
の
一
つ
は
意
寝
定
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。す

な
わ
ち
、
経
営
幹
部
な
ら
ど
ぅ
い
う
方
針

で
企
業
を
運
営
L
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
か
ら

第
一
線
監
督
者
な
ら
、
ど
の
仕
事
を
誰
に
わ
り

あ
て
る
か
、
ど
の
仕
出
を
優
先
さ
せ
る
か
と
い

つ
た
決
断
ま
で
、
リ
ー
グ
ー
の
、
憩
決
定
は
、

集
団
活
動
で
も
っ
と
も
ポ
イ
ソ
ト
に
な
る
こ
と

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
異
謹
あ
る
ま
い
。

さ
て
、
、
〕
の
悪
決
定
で
あ
る
が
'
羔
決

定
を
す
る
場
合
第
一
の
心
得
と
し
て
た
頭
に
た

き
こ
ま
れ
た
こ
と
は
、
「
事
実
に
つ
い
て
の
情

報
を
集
め
よ
」
そ
し
て
「
事
実
を
は
っ
き
り
把

握
せ
よ
」
で
あ
り
、
第
二
に
「
そ
れ
ら
を
分
析

L
、
整
理
せ
よ
」
そ
し
て
第
三
に
「
こ
れ
ら
を

基
継
に
し
て
い
く
つ
か
の
方
法
、
対
策
を
考
え

よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
人
冏
、
煮
志
決
定
を
行
な

う
場
合
こ
う
し
ミ
志
決
定
の
手
続
き
は
一
般

に
は
と
ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
場
貪
一
{
疋
の
見
解

を
も
つ
こ
と
か
ら
出
発
す
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
こ
の
見
解
・
:
:
・
こ
れ
は
科
学
た

ら
仮
説
に
あ
た
る
も
の
・
・
:
:
が
正
し
い
か
ど
ぅ

か
を
、
い
ろ
い
ろ
の
事
実
か
ら
適
切
が
ど
ぅ
か

を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
説
で
あ
る
が
、
そ
う

い
わ
れ
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
数
学
の
問
題

を
解
く
の
で
も
、
問
題
を
読
む
と
主
ず
第
一
に

こ
の
問
題
は
今
ま
で
の
経
験
か
ら
ど
の
方
法
で

解
け
る
か
と
い
う
一
応
の
解
き
方
の
方
祭
頭

ー
ー
'
ι
ヨ
ヨ
{
之
'
,
」
ぎ
ー
.
ー
ー
'
'
'
ゴ
.

明
治
三
十
九
年
東
京
都
生
れ
。
昭
和
六
年
早

稲
田
大
学
政
治
科
卒
。

朝
日
新
聞
政
治
部
記
者
を
羅
て
同
十
二
年
製

鉄
業
界
に
は
い
り
、
同
二
十
六
年
八
掘
鉄

山
霧
取
締
役
、
同
三
十
七
年
副
社
長
に
就
任

電
気
事
業
審
議
会
、
住
宅
対
策
審
雲
な
ど

の
各
委
員
を
兼
ね
現
在
に
至
る
。

の
中
で
立
て
ら
れ
、
そ
の
方
針
に
し
た
が
っ
て

い
ろ
い
ろ
と
闇
題
に
示
さ
れ
た
条
件
を
あ
て
は

め
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
こ
と
を
思
い
出

t
。そ

れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
で
注
意
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
人
間
は
自
分
が

一
度
こ
う
と
思
い
こ
む
と
、
自
分
の
思
い
こ
ん

だ
こ
と
に
都
合
の
よ
い
よ
う
な
情
帳
や
事
情
を

受
け
容
れ
易
い
が
、
逆
に
好
主
し
く
な
い
情
報

都
合
の
悪
い
事
実
と
い
っ
た
の
は
あ
れ
こ
れ
と

理
屈
を
つ
け
て
拒
否
し
て
し
ま
う
性
質
が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
正
L
い
検
証
を
せ

ず
に
誤
っ
元
見
邸
そ
の
ま
ま
通
し
て
し
ま
う

、
 
0

こ
と
、
小
ノ
な
く
な
い

こ
う
し
た
誤
り
を
犯
さ
な
な
い
北
め
に
ど
ぅ

す
れ
ぱ
よ
い
か
と
い
う
と
、
正
し
い
検
証
を
す

る
た
め
に
は
、
ど
ぅ
い
う
事
実
が
観
察
さ
れ
な

け
れ
ぱ
な
な
ら
い
か
、
ど
ぅ
い
う
情
報
の
裏
付

け
が
必
要
か
を
十
分
に
研
究
し
、
吟
味
す
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
吟
味
を
船
ろ
そ
か
に
す
る
と
た
と
え
前

述
の
よ
う
な
、
自
分
に
都
合
の
よ
い
も
の
だ
け

取
り
容
れ
る
と
い
り
光
誤
り
を
お
か
さ
ぬ
努
力

を
し
て
、
公
正
な
意
志
決
定
が
で
き
な
い
こ

と
が
多
い
。
理
由
は
、
雛
や
事
実
の
整
理
が

つ
か
な
く
な
っ
て
し
立
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
意
志
決
定
に
は
見
解
を
も

ち
、
そ
の
見
解
の
正
し
い
絵
法
を
吟
味
し
事

実
や
輪
で
こ
れ
を
検
証
し
て
い
く
、
と
い
う

一
連
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
い
か
に
重
要
か
が
判
る

^1'

少
糖

ノ、



新
規
学
卒
者
求
人
に
関
す
る
申
合
わ
せ

日
本
商
工
会
議
所
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
全

国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
三
経
営
者
団
体
で

は
昭
和
四
十
三
年
度
新
規
学
卒
求
人
に
開
す
る

申
合
b
せ
を
下
記
の
通
り
行
っ
た
。

記

塑
三
回
に
b
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
新
規
学

卒
老
求
人
に
つ
い
て
申
し
合
せ
を
行
い
、
一
、
、

の
成
果
を
あ
げ
て
き
九
が
、
昨
今
の
第
に
お

い
て
は
再
び
釖
任
給
上
昇
が
目
立
ち
、
こ
れ
に

関
す
る
対
策
強
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

^
^
^
^
の
^
^
^
、
^
^
^
^
^
^
^
^

な
賃
上
げ
を
器
し
、
求
人
秩
庁
の
混
乱
や
熟

練
工
と
崟
正
な
負
金
楕
差
を
歪
め
る
な
ど
、

国
民
経
済
的
に
み
て
重
要
な
問
題
を
ひ
き
起
し

て
き
た
が
、
今
後
日
本
経
済
が
長
期
的
に
は
人

手
不
足
の
経
済
に
移
行
し
つ
つ
ぁ
る
情
勢
を
考

え
る
と
き
、
節
度
あ
る
求
人
態
勢
を
確
立
す
る

こ
と
こ
そ
、
当
面
の
緊
急
鴛
と
い
b
ね
ば
な

ら
な
し

し
九
が
っ
て
、
求
人
に
あ
た
う
て
は
、
少
数

繞
主
書
も
と
づ
く
雇
用
計
画
を
立
て
、
こ

れ
を
基
礎
に
水
増
し
求
人
の
自
粛
、
求
人
貨
金

の
せ
り
合
い
防
止
等
に
力
を
注
ぎ
、
職
安
当
局

お
よ
阜
校
側
の
指
導
の
適
正
化
と
相
ま
っ
て

求
人
秩
序
の
確
立
に
努
め
る
。
そ
の
た
め
に
汰

の
諸
対
策
を
推
進
す
る
。

犬
求
人
に
際
し
て
、
職
安
等
に
提
示
す
る
求

人
貨
金
は
、
現
在
支
払
っ
て
い
る
初
任
給
に

よ
る
と
い
う
「
現
行
主
義
」
を
一
段
と
徹
底

す
る
こ
と
。
若
し
こ
れ
に
ょ
り
難
い
帯
が

あ
り
、
来
年
度
の
見
込
み
初
任
給
を
提
示
す

る
場
合
は
、
そ
の
額
に
つ
き
業
種
、
地
域
ご

と
に
で
き
る
限
り
申
し
合
せ
を
励
行
す
る
こ

と
。

ニ
、
と
く
に
大
条
人
を
行
う
報
、
あ
る
い

は
初
任
給
の
。
ハ
タ
ー
ソ
・
七
ツ
タ
ー
と
な
る

業
界
に
つ
い
て
は
重
点
的
に
対
策
を
行
う
こ

と
。

三
、
今
後
の
新
規
竃
者
の
鴛
す
う
勢
に
か

ん
が
み
、
パ
ー
ト
タ
イ
ヤ
ー
・
主
婦
労
働
力

中
高
年
層
等
の
活
用
を
は
か
り
、
新
卒
依

存
の
休
制
か
ら
脱
皮
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ

ポ
ー
イ
と
ど
ち
ら
を
選
ぶ
と
い
ぇ
ぱ
大
学
教
授

と
い
う
答
が
か
え
っ
て
こ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に

実
際
に
は
職
業
に
貴
賤
と
い
う
格
付
け
が
で
き

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
格
付
け
は
何
に
ょ
っ
て
で
き
る
か
と
い

う
と
国
や
、
民
族
な
ど
で
多
少
の
差
は
あ
る
よ

う
で
あ
る
が
、

)

そ
の
職
業
に
つ
く
の
に
必
要
な
教
育
、

1(
製
、
修
業
の
程
度

)

そ
の
職
業
に
ょ
っ
て
守
ら
れ
る
収
入
の

2(
程
度そ

の
墜
の
社
会
に
対
す
る
厭
度
な

)3(
い
し
必
要
度

④
そ
の
職
業
に
要
沓
れ
る
穰
の
レ
ベ

ー
ー
ノ
}
エ
/
見
(
!
ー
」
ー
/
、
J
)
、
ー
ー
>
ー
)
)
)
ー
ー
)
ー

仕
事
の
社
会
的
評
価

嚇
深
に
貴
殘
は
な
い
と
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と

光
が
、
行
商
人
と
商
店
主
と
ど
ち
ら
に
な
り
た

が
上
が
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
第
一
に
消
馨
の

た
め
に
使
う
、
第
二
に
従
業
員
の
た
め
に
使
う

第
三
に
株
主
の
た
め
に
使
う
、
第
四
に
重
役
の

た
め
に
使
う
、
と
い
う
ふ
う
に
噸
位
が
き
ま
っ

て
い
る
。
瓢
旦
遍
に
拡
張
し
て
お
れ
ば
、
従
業
員

の
た
め
に
使
う
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
で
精
い
っ
.
は
い

で
、
株
主
に
、
申
し
わ
け
な
い
が
、
重
役
の
た

め
に
使
う
と
こ
ろ
ま
で
た
く
さ
ん
利
益
が
出
る小

こ
と
は
小
ノ
な
い
。
西
武
流
通
グ
ル
ー
プ
の
な

で
一
番
わ
り
の
渓
の
釜
役
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
の
利
益
が
上
が
れ
嫉
張
し
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
そ
う
い
っ

た
感
じ
が
何
と
な
く
み
ん
な
わ
か
っ
て
い
て
く

れ
る
の
で
、
社
=
貝
と
鷲
暑
と
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ

シ
"
ソ
が
よ
く
通
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。

1

も
う
一
つ
、
私
ど
、
労
仙
、
ヲ
盾
を
惑
じ
な

い
で
仲
良
く
や
れ
る
条
件
は
、
国
民
1
1
消
費

者
が
平
和
で
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
れ
ぱ
企
業

は
発
展
す
る
と
い
う
前
扣
誓
↑
立
っ
た
<
業
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
ん
な
企
革
も
み

ん
な
そ
う
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
わ
け
だ
が

流
通
消
費
と
い
う
の
は
と
く
に
そ
れ
が
b
か
り

や
ナ
い
。
た
と
え
ぱ
爆
蝉
と
か
野
ス
を
つ
く

つ
て
い
る
<
業
は
や
は
り
社
員
も
そ
う
い
う
目

的
に
つ
い
て
は
悩
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
(
口
述
)

、
.
ー
す
ー

と
。

四
若
年
層
の
採
用
、
定
着
率
向
上
の
の
た
め

に
は
単
に
初
任
給
の
引
上
げ
の
み
が
、
そ
の

効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
は
な
い
と
倫
識

に
立
ち
、
労
務
管
理
の
響
灼
な
整
備
充
実

に
努
め
る
こ
と
。

堤
清
二
氏
の
略
歴

昭
和
二
年
東
京
条
れ
。
同
二
十
六
年

棗
大
学
経
済
学
撃
。
西
武
鉄
道
監

査
役
、
椴
院
雲
群
、
西
武
百
貨

店
取
締
役
店
長
な
ど
を
経
て
、
現
在
、

西
友
ス
ト
フ
1
取
締
役
社
長
、
東
洋
航

、
釜
業
取
締
役
社
長
、
京
浜
昇
張

器
役
、
西
武
鉄
道
取
締
役
副
社
長
、

西
武
百
貨
店
締
取
役
社
長
な
ど
十
数
社

の
奪
暑
と
し
て
活
躍
中
。

そ
れ
は
と
、
か
く
こ
う
し
た
仕
事
に
つ
い
て

部
価
の
低
さ
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
を
や
ら

せ
ら
れ
る
者
に
と
っ
て
け
っ
こ
う
大
き
な
再

と
な
っ
て
し
る
。
そ
れ
に
も
か
か
力
ら
ず
こ
う

し
た
不
池
刈
し
て
多
く
の
鐙
者
層
の
人
た

は
意
外
と
無
関
心
の
よ
う
だ
。

一
例
を
示
そ
う
あ
る
商
嘉
会
社
で
、
先
日
女

子
従
業
員
三
人
が
直
接
魯
業
部
長
に
苦
芋

申
し
こ
ん
で
き
た
。
そ
の
内
容
は
「
白
分
譜

外
人
バ
イ
ヤ
ー
の
ガ
イ
ド
役
の
よ
う
な
仕
*
を

さ
せ
る
な
ら
辞
め
さ
せ
て
貰
い
た
い
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
な
せ
こ
ん
な
こ
と
が
起
っ
た

か
と
い
う
と
こ
の
会
社
で
は
人
乎
不
足
や
経
費

の
関
係
か
ら
外
人
バ
イ
ヤ
ー
が
く
る
と
、
見
物

の
案
内
役
の
よ
う
な
仕
事
を
部
内
の
語
学
の
迷

者
な
大
学
出
の
女
子
社
員
に
交
草
や
ら
せ
て

い
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
重
度
な
っ
た
こ
と
か
彼

女
注
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷
け
た
乢
醍
の
こ
と
ら
し

そ
の
職
業
に
要
求
さ
れ
る
笈
寵
力

5

そ
の
職
業
の
安
定
性
な
い
し
将
来
§
.

6
の
こ
と
が
か
ら
み
合
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
ゴ
ミ
処
理
や
ふ
ん
尿
処
理
を
し
て
い

る
清
璽
は
都
会
の
衛
嘉
持
上
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
職
業
で
は
あ
る
が
、
そ
の
職

業
に
つ
く
の
に
と
く
に
教
育
は
必
要
な
い
し
、

ま
た
、
特
殊
な
能
力
や
、
高
い
道
徳
レ
ベ
ル
等

も
不
必
要
と
あ
っ
て
社
会
的
評
価
は
低
く
な
っ

て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
関
係
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
繋
の
社
命
需
の
要
纛
は

一
つ
の
職
業
の
中
の
仕
事
に
つ
い
て
も
あ
る
よ

う
で
、
い
く
ら
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
誰

に
で
も
で
き
る
よ
う
な
仕
事
と
な
る
と
、
つ
ま

ら
な
い
仕
事
、
下
級
の
仕
事
と
い
っ
た
よ
う
に

考
え
ら
れ
た
り
、
特
殊
寵
力
や
高
度
の
製

を
必
要
と
し
な
が
ら
、
安
定
性
や
将
来
性
が
な

い
た
め
に
低
く
評
価
さ
れ
て
い
る
仕
事
と
な
っ

て
い
る
も
の
な
ど
も
小
ノ
な
く
な
い
。

ー
ー
ー
一

い
か
と
問
わ
れ
れ
ぱ
ほ
と
ん
ど
の
人
が
商
店
主

と
答
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
大
学
教
授
と
食
堂
の

わ
た
し
の
経
営
理
念

,

.

ノ
'
、

'

社
長
堤

西
武
嘉
倦

'

J

」号
゛

喩斗

ι

一

一

占
圭

よ
く
ひ
と
に
、
西
武
の
成
長
は
"
日
の
出
の

い
き
お
い
"
な
ど
と
お
世
辞
を
い
わ
れ
る
。

た
し
は
こ
れ
に
対
し
て
「
西
武
の
成
長
は
急
速

な
の
で
は
な
く
、
環
境
の
変
化
が
あ
立
り
に
急

速
な
の
で
、
こ
れ
に
洪
つ
く
だ
け
で
焚
っ

ぱ
い
な
ん
だ
」
と
答
え
る
。
そ
登
味
は
、
高

度
大
衆
消
費
市
場
の
叶
代
に
突
入
し
た
今
日
、

こ
れ
に
適
合
す
る
流
通
の
棧
"
り
、
体
質
あ

る
い
は
淫
一
の
仕
方
が
つ
く
り
出
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
当
然
で
、
こ
の
断
し
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
泰
に
少
し
で
も
近
づ
い
た
傘
は
伸
び

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

流
通
部
門
に
お
け
る
資
本
自
由
化
も
時
期
の

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
と
い
う
非
常
に

魅
力
的
な
市
場
に
、
フ
メ
リ
カ
の
有
力
企
淡

ほ
ん
の
一
部
の
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
に
ょ
っ

て
、
た
ち
ま
ち
日
本
で
ト
ッ
プ
の
会
社
に
な
れ

る
と
い
う
可
能
性
は
ま
だ
あ
ち
こ
ち
に
こ
ろ
が

つ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
十
呆
洋
レ
ー
ヨ
ソ
、
帝

人
な
ど
世
界
的
な
原
糸
メ
ー
カ
ー
が
君
脱
し
て

お
り
な
が
ら
、
一
一
ツ
ト
メ
ー
カ
ー
な
ど
二
次
製

品
加
工
業
者
は
熊
と
し
て
低
迷
の
域
而
し

て
い
な
い
。
琴
草
を
勉
強
し
革
新
t
謎

/
、
門
ノ
ノ
 
Q
 
、

く
ノ

メ
,
妾
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C
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一

一
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こ
の
貸
奇
長
は
、
「
相
手
の
人
述
が
彼
女

述
に
変
な
ま
ね
で
、
し
た
と
い
う
な
ら
と
も
か

く
、
そ
う
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で

彼
女
迷
が
ど
ぅ
し
て
あ
あ
い
き
り
,
y
つ
の
か
判

ら
な
い
」
と
い
っ
て
い
た
が
、
こ
忠
曼
部
長

も
、
こ
う
し
た
仕
事
の
社
会
的
評
価
の
低
い
こ

と
か
ら
く
る
不
満
が
理
解
で
き
て
い
な
し
一
人

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
昔
の
よ
う
に
、
会
社
の

た
め
な
ら
ど
ん
な
仕
事
で
、
し
た
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
従
業
員
は
、
四
十
代
後
半

の
人
注
を
除
い
て
は
わ
が
国
の
企
業
か
ら
は
し

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

燃
え
て
設
備
を
拡
張
し
た
り
新
し
く
す
る
と
た

い
て
い
が
倒
産
し
た
。
そ
の
直
接
の
原
因
は
、

来
年
は
ど
ぅ
い
う
も
の
裟
ら
ぐ
ら
い
売
れ
る

か
と
い
う
見
当
が
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
を
年
配
の
人
は
「
西
洋
の
学
問
な
ど
を
振
り

か
ざ
し
て
い
る
か
ら
つ
ぶ
れ
た
」
と
い
っ
て
笑

つ
た
と
い
う
が
、
決
し
て
誓
学
絵
い
の
で

は
な
く
、
そ
の
消
化
の
仕
方
が
現
笑
的
で
な
か

つ
元
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
§
え
ぱ
革
新
が
不

可
能
な
ほ
ど
小
死
り
側
が
前
近
代
的
で
あ
っ
た

か
ら
な
の
だ
。
こ
う
い
う
礎
旭
で
あ
る
限
り
自

由
化
を
控
え
て
の
国
際
競
争
力
は
き
b
め
て
脆

弱
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
次
製
品

メ
ー
カ
ー
が
世
界
的
レ
ベ
ル
の
近
代
企
業
に
成

長
す
る
条
件
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
ま
だ
ま
だ

大
型
小
売
業
の
成
長
発
展
が
必
要
で
あ
り
、
そ

う
い
う
意
味
か
ら
西
武
の
発
展
は
単
に
ど
ん
ど

ん
ふ
や
し
て
大
き
く
し
て
い
く
と
い
う
衝
動
に

か
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
時
代
の

要
請
を
受
け
た
防
衙
的
成
長
だ
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。と

に
か
く
、
一
誓
人
消
費
人
口
が
い
て
比

較
的
質
が
均
一
で
平
準
化
さ
れ
た
ぐ
ー
ケ
ッ
ト

と
い
う
の
は
も
の
ず
ご
途
力
だ
。
こ
れ
に
外

資
が
目
を
つ
け
な
い
わ
け
が
な
い
。
し
か
し
、

日
本
国
民
の
生
活
状
態
、
も
の
の
感
じ
方
、
喜

び
も
悲
し
み
も
理
解
で
き
る
の
は
や
は
り
日
本

の
資
本
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
日
木
の
小
売
部
門

は
日
本
の
資
本
に
ょ
っ
て
一
誉
さ
れ
る
の
が
理

墾
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
、
中
小
企

業
の
組
織
化
、
団
休
化
鐙
め
ら
れ
る
と
同
時

に
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
の
は
大
き
く
女
る
必

清
二

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

わ
た
し
は
こ
の
よ
う
な
者
え
方
で
や
っ
て
い

る
の
で
、
社
員
む
聾
人
と
し
て
懇
凸
者
は
自

分
の
も
う
け
ば
か
り
考
え
て
い
る
と
い
う
ふ
う

駕
じ
力
を
し
て
い
る
老
は
い
な
い
。
与
え
ら

れ
た
役
割
り
を
果
す
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
何
を

な
す
べ
き
か
、
経
営
者
金
剣
に
ぎ
ぇ
て
い
る

な
ん
と
い
っ
て
も
い
ち
ば
ん
,
.
妥
老
と
接

゛
)
、

力触
す
る
の
は
現
場
の
社
員
で
あ
る
か
ら
、
現
場

の
声
を
鷲
山
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
、
弍

そ
の
た
め
に
は
、
社
員
が
千
人
以
上
に
も

0

いな
る
と
や
は
り
組
織
を
つ
く
る
必
要
、
か
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
つ
く
つ
た
が
最
後
経
営
者
は

現
場
の
弊
木
品
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。
じ

や
あ
ど
ぅ
や
っ
た
ら
、
組
織
を
つ
く
つ
て
淫
山

を
し
な
が
ら
器
の
票
直
按
零
無
く
糸

件
を
つ
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
突
飛
な
意

見
の
よ
う
だ
ガ
職
刷
と
し
う
よ
う
な
組
織
原

に
ょ
ら
な
い
組
繊
、
つ
ま
り
労
働
組
会
、
あ

則
ハる

い
は
従
業
員
組
合
と
い
っ
た
横
の
組
祭
非

N
蚕
だ
と
思
う
。
組
合
の
組
祭
し
っ
か

り
し
て
い
て
、
そ
こ
が
現
場
豊
見
を
ど
ん
ど

ん
吸
い
上
げ
て
ト
ッ
プ
に
ぶ
つ
け
ら
れ
る
会
社

は
や
は
り
問
進
い
が
な
い
。
そ
う
い
1
沫
で

は
、
少
な
く
と
、
三
次
産
業
で
は
組
合
は
大
き

な
ス
タ
ッ
フ
機
憐
だ
と
思
う
。

よ
く
、
会
社
と
鬪
争
を
し
な
い
と
勲
組
合

だ
と
い
う
よ
う
.
§
見
が
あ
っ
て
、
羅
営
者

ま
で
が
よ
く
「
う
ち
の
組
合
は
弱
い
か
ら
楽
だ

よ
」
な
ん
て
い
う
が
、
と
ん
で
も
な
い
話
で
、

闘
争
し
な
く
て
も
強
い
組
合
は
強
い
。
む
し
ろ

組
合
が
強
け
れ
ば
鬪
争
す
る
必
要
が
な
い
じ
ゃ

い
か
。
何
を
基
難
に
組
合
が
強
い
七
否
う
の

や
は
り
経
営
と
い
う
全
体
の
中
で
の
自
分

、
、ら

の
^
^
り
に
^
し
て
^
し
い
^
^
を
^
ニ

行
動
の
で
き
る
組
合
か
一
番
強
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う

そ
れ
か
ら
、
わ
た
し
共
の
会
社
で
は
、
利
益

C

¥
都
ギ
ギ
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中
小
企
業
を
取
り
ま
く
経
済
環
境
は
き
わ
め

て
き
び
し
い
状
誓
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
こ
と
は
労
働
力
不
足
か
ら
く
る
求
人
難
人

件
費
の
高
騰
か
ら
く
る
コ
ス
ト
の
上
昊
金
融

引
き
締
め
下
に
お
け
る
資
金
の
調
達
、
強
力
化

の
た
め
の
設
備
の
近
代
化
、
商
品
力
の
強
化
と

安
定
販
路
の
確
保
1
な
ど
、
数
え
き
れ
な
V
ほ

ど
の
問
題
点
を
企
業
は
か
か
え
て
い
る
ケ
ー
ス

か
多
い
と
い
え
ま
す
。

当
所
は
、
中
小
企
業
経
営
の
問
題
点
と
そ
の

館
決
策
を
具
体
的
に
指
示
し
、
経
営
の
健
全
化

を
は
か
る
た
め
に
、
今
回
新
設
致
し
ま
し
た
の

か
「
傘
の
一
日
ド
ッ
ク
制
度
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
た
と
え
ば
人
間
の
場
<
口
、
無
理

を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
外
見
は
健
康
で
も
、

専
門
医
3
断
を
受
け
て
み
る
と
、
案
外
手
当

を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に
、
企
業
経

営
で
も
適
切
な
時
期
に
診
断
を
受
け
、
抵
抗
力

を
つ
け
る
よ
う
な
体
質
改
善
か
必
要
で
あ
り
、

こ
の
「
企
業
診
断
ド
ッ
ク
」
は
、
専
門
の
=
ソ

サ
ル
タ
ソ
ト
十
数
名
の
陽
力
を
得
て
、
各
企
業

を
禽
L
て
、
治
療
法
を
指
摘
す
る
の
み
で
な

く
、
事
後
指
導
を
徹
底
す
る
力
法
を
と
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

<
特
典
>

一
流
経
営
ニ
ン
サ
ル
タ
ソ
ト
を
診
断
員
に
委

0

嘱
し
て
専
門
家
に
ょ
る
迅
速
な
診
断
と
治
療

を
行
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
ケ
プ
ー
の
徹
底
に
重
点
を
置
き
ま

0

す
。

0
本
所
で
は
受
診
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ブ
ー
の
徹

底
と
受
鑒
業
の
相
互
研
讃
の
た
め
、
セ
ミ

ナ
ー
、
経
営
研
究
会
、
診
断
員
と
の
懇
零

等
を
開
催
し
積
極
的
に
事
後
指
導
に
当
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

0
診
員
は
奈
良
商
工
会
議
所
の
機
構
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
本
所
の
名
誉
と
責

任
に
お
い
て
行
動
し
、
診
断
上
知
り
得
た
機

秘
は
充
分
に
保
持
致
し
ま
す
。

<
資
格
と
種
類
>

0
奈
良
に
在
住
す
る
商
工
業
者

A
 
コ
ー
ス
一
日

0

B
 
コ
ー
ス
ニ
日
以
上
(
希
望
に
ょ
る
)

<
診
断
項
目
>

0
経
営
久
止
業
組
織
、
事
務
管
理
経
営
指
針

適
性
規
模
)

0
生
産
(
生
産
計
画
設
備
配
置
、
品
質
、
運

撤
、
作
業
管
理
、
検
査
、
歩
ど
ま
り
向
上
)

0
販
売
・
購
買
(
資
材
管
理
販
売
計
画
外

注
計
画
、
販
売
方
法
、
市
場
調
査
、
販
売

員
教
育
、
広
告
宣
伝
、
売
り
掛
け
金
の
回

収
店
舗
設
計
)

0
財
務
・
管
理
(
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
帳
簿
組
織

計
数
管
理
予
算
統
制
、
税
務
)

0
労
務
(
賃
金
制
度
、
教
育
訓
練
、
労
働
条
件

人
間
関
係
)

以
上
の
項
目
の
う
ち
診
断
を
う
け
る
部
門
を
当

所
へ
申
し
込
ん
で
V
た
だ
き
左
す
。

<
崇
氣
>

0
奈
良
市
内
一
日
七
千
円
(
当
所
補
助
二
千
円

及
び
交
通
費
程
度
、
企
業
負
担
五
千
円
)

<
申
込
方
法
>

申
込
書
に
記
入
の
上
、
診
断
料
を
添
え
て
左
記

へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

奈
良
市
東
向
中
町
6
番
地

奈
良
商
工
会
談
所

(
T
E
L
⑳
6
0
7
5
)

尚
、
申
込
書
は
別
に
御
案
内
申
上
げ
ま
す
。

誇
断
を
受
け
た
企
業
に
対
し
て
は
、
診
断
員

が
問
題
点
や
改
善
策
を
示
し
謬
断
書
を
つ

く
り
郵
送
致
し
ま
す
。
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介
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務
管
理
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理
、
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国
際
見
本
市
見
聞
記

興
福
寺
揖
内
の
葉
桜
が
ひ
と
き
b
月
に
し
み

晶
で
あ
る
。
宝
物
館
前
に
は
御
馴
誇
方
々

碓
車
前
の
ひ
と
と
き
゛
瓢
笑
に
ふ
け
っ
て
い

る
。見

本
市
見
学
会
も
回
を
重
ね
る
た
び
に
会
員

の
反
響
、
か
大
き
く
な
る
だ
け
に
、
職
員
も
い
や

が
上
に
も
張
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
思
い
返
し

て
み
る
に
見
父
厶
甲
条
内
状
瓢
付
し
た
後
、

鬪
合
わ
せ
の
電
条
立
統
け
に
鳴
り
始
め
る
。

見
本
市
だ
げ
に
問
合
わ
せ
の
内
祭
叶
と
し
て

噂
門
的
で
、
職
員
の
予
俳
欠
識
た
げ
で
は
辺
付

か
な
い
。
資
料
を
弓
張
り
だ
し
た
り
で
忙
し
や

こ
と
も
あ
っ
た
か
快
よ
い
廊
示
張
感
で
あ
っ
た
。

朝
,
X
の
う
子
ら
残
る
阪
奈
道
路
を
バ
ス
ば

一
路
、
港
会
場
へ
と
定
る
。
外
案
色
と
は
裏

腹
に
車
内
は
見
本
市
の
出
品
物
の
話
や
経
済
噛

^
の
話
こ
^
が
^
く
カ
イ
ト
m
"
ガ
問
ガ
^
て

な
く
て
田
っ
た
と
後
で
話
し
て
ヤ
た
。

賑
わ
う
港
会
場

都
っ
気
の
あ
る
潮
の
呑
り
松
の
近
V
こ
と

を
思
b
せ
る
。
国
畷
閲
示
の
祭
災
と
い
わ
れ
る

だ
け
に
、
正
面
入
口
二
は
参
加
三
十
ニ
ケ
国
の

国
庶
が
翻
っ
て
、
華
や
い
で
見
え
る
。

八
回
を
か
ぞ
え
る
見
本
市
だ
が
、
問
近
に
な

つ
た
「
万
博
」
に
そ
な
え
て
、
雛
「
万
国
博

が
や
っ
て
く
る
展
」
が
一
号
館
に
あ
る
。
万
国

博
会
場
の
大
,
ハ
ノ
ラ
了
か
み
ご
と
な
出
来
ば
え

で
あ
る
。
出
展
各
社
の
モ
デ
ル
展
示
を
見
終
っ

た
こ
ろ
に
は
横
の
ス
テ
ー
ジ
で
ア
ト
ラ
ク
、
ソ
ヨ

ソ
が
は
じ
ま
る
。
三
段
構
え
の
テ
モ
ソ
ス
ト
レ

シ
,
ソ
で
あ
る
。

1

一
六
五
、
 
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る

敷
地
だ
け
に
全
部
を
見
よ
う
と
す
れ
ぱ
年
配
の

方
に
は
い
さ
さ
か
広
す
ぎ
る
。
大
き
な
休
育
館

の
よ
う
な
建
物
が
八
つ
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
ぎ

つ
し
り
各
社
が
軒
を
並
べ
て
し
る
の
だ
か
ら

し
か
し
な
が
ら
何
か
を
掘
も
う
と
恕
に

0
回
っ
て
い
る
姿
に
は
年
齢
を
忘
れ
さ
す
も
の
が

あ
る
。
条
に
は
そ
の
他
纏
館
や
屋
外
展
示

場
も
あ
り
、
見
る
品
物
に
は
事
欠
か
な
い
高

校
生
、
中
学
生
の
見
学
者
も
か
な
り
多
い
。

.
、ノ

ソ
フ
レ
ツ
ト
を
入
れ
た
袋
を
持
0
て
行
交
う
見

学
老
の
系
会
場
に
一
段
と
色
ど
り
を
誓
て

い
る道

を
渡
っ
て
二
号
館
に
は
商
社
メ
ー
カ
ー

グ
ル
ー
プ
出
口
叩
、
電
ル
企
器
が
展
示
し
て
あ

る
。
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
実
戸
父
送
や
哀
華
な
ス

テ
レ
ニ
僅
に
北
曾
祭
集
ま
る
。
足
の
W
場

も
な
い
程
の
繞
ぶ
り
で
あ
る
。

三
号
館
、
各
種
電
気
機
器
、
ミ
シ
ソ
、
一
般

見
学
者
は
少
な
く
て
専
門
家
筋
R
心
な
姿
が

み
ら
れ
る
。

四
号
館
、
商
社
総
合
出
品
、
ψ
嘉
機
器
、
荷

釜
撥
機
枇
自
動
車
、
出
版
、
イ
ソ
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
"
ソ
、
こ
こ
に
は
*
米
人
に
は
興
味
を
引

く
機
械
が
あ
る
だ
け
に
一
般
見
学
者
も
か
な
り

つ
め
か
け
て
い
る
。

五
号
館
、
包
装
機
械
、
印
刷
桜
械
、
食
鞭

械
、
動
力
利
用
機
械
、
化
学
機
械
、
人
手
不
足

を
反
映
し
て
能
率
の
よ
い
各
種
の
包
装
機
械
が

か
な
り
出
回
っ
て
い
る
。

六
号
館
、
鉄
鍋
非
価
金
属
、
建
築
資
材
、
プ

ラ
ス
チ
ツ
ク
機
械
、
木
工
そ
の
他
産
業
機
械
、

品
物
が
専
門
的
た
だ
け
に
見
薯
も
そ
の
道
の

者
が
多
く
、
説
明
者
と
の
露
を
織
で
聞
い
て

る
方
が
お
も
し
ろ
い

七
目
亀
粘
高
定
機
器
、
謬
用
桜
器

店
舗
用
機
器
、
雑
貨
輯
工
撃
豆
こ
倫
に
は

奈
良
県
の
出
品
コ
ー
ナ
ー
も
あ
っ
て
券
和
口
Ⅲ

機
械
金
屈
製
品
、
森
歪
物
、
医
薬
口
Ⅲ
、
雑

北
尋
が
メ
イ
ヤ
ー
を
待
っ
て
い
る
。

八
号
鋪
、
外
国
政
府
関
係
総
合
出
品
、
"
汁

雑
貨
一
都
回
り
回
っ
て
一
園
入
れ
る
に
ば
八

号
館
よ
、
つ
て
こ
い
の
場
所
で
あ
る
。
異
国
筒

絡
を
満
喫
出
来
て
時
間
の
た
つ
0
、
七
れ
く
し

ま
う
。
各
二
ー
ナ
ー
、
↑
お
匠
拓
,
り
ガ
禿
打
で
,
丸

て
、
て
、
い
?
烹
て
も
"
き
J
じ
そ
0
他
L

,
イ
^
結
^
、
^
^
^
万
^
つ
^
ノ
る
帛
引
^
^
一
^
け

西
ド
イ
ツ
政
府
鯨
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
館
、
民
湘

の
屡
徐
な
ど
だ
が
、
特
異
性
か
あ
っ
て
研
究

熱
心
な
人
が
多
い
。
屋
外
展
示
場
て
は
士
木
建

一
機
械
が
倬
容
を
誓
て
い
る
。

＼
冉

'

}
=

豐

一
=

中
小
企
業
庁
だ
よ
り
一

↓

一一

1

二
つ
の
大
き
な
環
境
変
化

"

、
●
ゾ
、

゛
1
-

甲

十

三
月
下
旬
に
中
小
企
業
由
東
発
表
さ
れ
立

し
ナ中

小
企
業
白
書
は
ご
承
知
の
と
お
り
毎
年
国

会
に
報
告
さ
れ
る
政
府
の
翌
報
告
書
で
す
が

毎
年
そ
の
年
の
最
も
大
き
き
な
課
題
を
中
心
に

、
聖
分
析
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
由
書
を
見
れ

ば
何
が
そ
の
年
の
一
番
大
き
な
問
題
で
あ
る
か

分
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
発
表
さ
れ
た
白
書
で
提
示
さ

れ
九
一
番
大
き
な
闇
題
は
何
ん
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
今
中
小
企
業
を
取
り
ま
く
環
境
が

大
き
く
変
り
つ
つ
ぁ
り
、
中
小
企
業
は
新
し
い

環
境
に
適
応
す
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
中
小
企
業
は
二
つ
の
大
き
な

環
境
変
化
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
第
一
は
労
働
帯
の
悪
化
で
す
。
つ
主

り
人
手
不
足
か
ら
毎
年
人
件
費
は
登
に
上
昇

し
つ
つ
ぁ
り
ま
す
。

大
と
え
ば
、
咋
年
の
景
捌
上
昇
期
に
は
、
中

イ
ノ

、

气

毛争』1气
一
三
一
ゞ

'
占 叩

ナ

"

'

一

見
太
市
は
ビ
、
ニ
ス
、

三
運
縛
は
シ
ョ

言
う
、
三
で
も
な
く
商
玖
弓
を
t
心
と
し
・
大
児

本
市
よ
貿
易
の
自
由
化
と
共
に
海
外
、
晋
心
閥

心
ぶ
工
署
.
尚
ま
っ
て
夫
た
。
特
心
フ
ジ
一
ι
於

て
ま
東
」
〒
・
大
焚
の
み
し
」
、
う
1
「
異
忙
を
児

兆
子
こ
と
よ
'
来
な
ヤ
◇
回
の
兒
本
ル
を
内

需
に
み
て
、
出
品
、
約
弌
五
0
0
社
、
小

許'

」
一
毛

一

デ

一

小
企
業
も
収
益
は
ぐ
ん
と
好
転
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
収
益
の
上
昇
の
程
度
は
大
企
業
に

く
ら
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
で
し
た
し
、
ま
元
、
三

十
五
年
の
好
況
時
に
く
ら
べ
て
も
大
分
劣
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
、
中
小

系
は
、
賃
金
上
昇
を
生
産
性
の
向
上
に
ょ
っ

て
吸
収
し
え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
中
小
企
業
経
営
の
問
題

は
、
生
産
性
の
向
上
を
い
か
に
図
る
か
が
最
大

の
問
題
と
い
ぇ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
協
業

化
、
共
同
化
と
か
、
あ
る
い
は
製
品
の
高
級
化

デ
ザ
イ
ソ
の
高
級
化
な
ど
も
、
も
っ
と
真
剣

に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ

=

J写
、
J
 
J

'
号

、
.
'
垂
、一 r

41

し
い
追
い
上
げ
を
う
け
、
誓
の
悪
化
や
過
当

競
争
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
主
ま
進

み
ま
す
と
、
転
廃
業
、
倒
産
が
増
加
し
、
地
域

に
ょ
っ
て
は
社
会
問
題
に
も
発
展
し
か
ね
な
い

問
題
と
な
っ
て
郭
り
ま
す
。

日
本
の
中
小
企
業
が
発
展
途
上
国
の
追
い
上

げ
を
う
け
る
最
大
の
原
因
は
い
う
京
で
も
な
く

賃
金
の
安
さ
で
す
が
、
こ
の
賃
金
の
安
さ
を
、

生
産
性
、
技
術
、
品
質
等
で
補
う
こ
と
は
だ
ん

だ
ん
困
鄭
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
、
い
主
国
連
貿
易
開
発
会
電
乱

さ
れ
て
い
る
特
恵
問
題
が
な
ん
ら
か
の
形
で
実

施
さ
れ
れ
ば
、
ま
さ
に
日
本
の
中
小
企
業
は

「
首
つ
り
の
足
を
ひ
っ
ぱ
ら
れ
る
」
状
態
に
な

つ
て
し
ま
う
の
で
す
。

立
九
「
国
際
化
時
代
」
の
二
番
目
の
問
題
は

資
本
自
由
化
の
問
題
で
す
。
そ
れ
、
外
国
の

資
本
に
打
勝
つ
力
を
中
小
企
業
が
そ
な
え
る
こ

と
が
最
大
の
解
決
策
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
を
と
り
ま
く
環
境
変

化
に
対
し
て
、
政
府
の
中
小
企
業
対
策
も
重
点

次
の
三
つ
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

、
は

④
協
業
化
、
共
同
化
を
中
心
と
し
た
中
小

企
業
の
構
造
改
善
の
推
進

@
近
代
化
、
技
術
水
準
の
向
上
、
経
営
管

理
の
合
理
化
、
労
働
対
策
の
拡
充

6
 
金
融
画
税
制
面
そ
の
他
中
小
企
業
を

め
ぐ
る
璽
環
境
の
整
備

(i
,
 
j
 
-

ー
ー

J

う
0

黒
数
四
、
七
0
0
に
及
ん
で
い
る
。
東
京

大
阪
で
交
互
に
毎
年
四
月
に
三
週
闇
程
の
期
間

で
、
開
催
さ
れ
て
い
る
。
,
最
少
の
面
草
、

最
少
の
期
閻
に
、
最
少
の
費
用
で
、
最
大
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
確
保
す
る
"
と
い
わ
れ
る
見
本
市
は

発
売
商
社
と
軽
璽
者
と
の
接
触
の
直
接
的

な
最
大
の
機
会
と
し
て
、
勤
す
る
経
済
界
に

あ
っ
て
企
業
成
果
の
P
R
、
企
業
及
び
商
品
に

対
す
る
イ
メ
ー
、
ジ
造
り
と
し
て
、
今
籍
々
新

し
い
需
要
者
の
開
拓
に
向
っ
て
大
き
く
発
展
し

大
衆
に
も
愛
さ
れ
て
V
く
で
あ
ろ
j
 
七
勇

れ
る
。一

方
、
万
国
博
は
文
明
、
文
化
の
進
歩
を
う

た
っ
て
開
催
さ
れ
る
、
の
で
、
毎
回
テ
ー
マ
を

決
め
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
従
っ
て
出
展
さ
れ

る
。
期
間
も
三
週
間
以
上
半
年
程
立
で
と
な
っ

て
い
て
、
一
般
大
衆
を
中
心
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
見
本
市
と
述
っ

て
万
国
愽
開
催
は
不
定
期
で
あ
る
。

成
果
を
脳
裏
に

忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
経
営
者
に
と
っ

て
こ
の
一
日
は
貴
重
で
あ
っ
た
と
い
う
声
を
聞

く
に
つ
け
職
員
も
満
足
感
を
味
わ
い
な
が
鳥

り
の
バ
ス
に
乗
っ
九
。
一
日
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
で
は
あ
っ
た
が
各
部
会
長
が
先
頭
に
な
っ

て
部
会
ご
と
の
検
討
し
た
鴛
が
大
き
な
成
果

の
源
と
な
っ
元
。
次
回
を
朔
待
す
る
会
栗
車

中
に
満
ち
て
い
九
。

白
書
で
第
二
に
指
摘
し
て
い
る
問
題
は
「
中

小
企
業
の
国
際
化
」
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
峡
発
展
途
上
国
の
追
い
上
げ
の

問
題
で
す
。

す
で
に
多
く
の
日
本
の
中
小
企
業
製
品
は
、

米
国
市
場
な
ど
を
中
心
に
発
展
途
上
国
か
ら
激

中
小
企
業
白
書
か

^

C
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●
「
日
本
庭
園
」
の
基
本
計
画
ま
と
ま
る

建
設
省
で
は
万
国
博
会
場
内
に
政
府
出
展
に

よ
る
日
本
庭
園
を
つ
く
る
た
め
日
本
庭
園
詳

委
員
会
を
組
織
し
、
詳
を
す
す
め
て
い
た
が

去
る
三
月
二
九
日
そ
の
基
本
計
画
案
を
ま
と
め

た
。

こ
の
日
本
庭
園
は
、
会
場
の
北
端
に
位
置
し

東
西
弌
三
o
o
m
、
南
北
二
8
m
の
細
長

い
形
で
総
面
積
は
二
六
万
'
(
約
八
万
坪
)

、

総
事
業
費
約
二
0
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

万
国
博
の
会
場
は
超
現
代
的
な
建
物
が
建
並

ひ
、
さ
な
が
ら
未
来
都
市
の
観
を
な
す
が
、
そ

の
中
に
あ
0
て
日
本
庭
園
は
緑
の
い
こ
い
の
場

オ
フ
、
ソ
ス
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
万
国

愽
の
テ
ー
ヤ
「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
表
現

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
庭
園

に
は
わ
が
国
の
造
園
技
術
の
粋
を
集
め
、
上
代

中
世
、
現
代
、
未
来
へ
と
庭
園
の
歴
史
が
展
開

、
、
0

ク
ソ
ド
フ

●
皇
太
子
殿
下
名
耆
総
裁
に

去
る
三
打
一
五
日
開
か
れ
た
万
思
会
場
建

笙
事
の
立
柱
祭
当
日
、
皇
太
子
殿
下
を
日
本

万
国
博
の
名
黛
芦
ご
推
載
申
上
げ
る
こ
と

に
つ
い
て
正
式
哥
が
得
ら
れ
た
旨
石
坂
会
長

よ
り
発
表
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
か
ね
て
万
国
愽
関
係
者
一
同
が
強
く

要
望
申
上
げ
て
い
た
も
の
で
、
今
後
皇
太
子
殿

下
ご
夫
妻
は
、
万
国
博
の
開
会
式
や
ナ
シ
"
ナ

ル
テ
ー
像
し
会
場
へ
ご
臨
席
を
賜
わ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
会
期
中
各
問
か
ら
来
邦

さ
れ
る
賓
客
の
ご
接
待
に
当
ら
れ
る
。

ま
た
皇
太
子
ご
夫
妻
に
お
か
れ
て
は
、
三
月

三
一
日
会
場
の
視
察
を
行
な
わ
れ
た
。

●
7
-
ン
ラ
ン
ド
、
エ
チ
オ
ビ
ア
の
参
加
決

定
北
欧
三
国
(
ス
エ
ー
デ
ソ
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
、

デ
ソ
マ
ー
ク
)
と
の
共
同
出
展
が
予
想
さ
れ
て

い
た
フ
ィ
ソ
ラ
ソ
ド
が
、
三
月
二
八
日
正
式
参

加
を
決
め
た
。
モ
ソ
ト
リ
オ
ー
ル
博
で
は
、
こ

.

」

の
四
力
国
の
ほ
か
に
ア
イ
ス
ラ
ソ
ド
が
加
わ
り

ス
カ
ソ
ジ
ナ
ビ
ア
館
を
建
設
し
て
い
る
。

ま
た
四
月
四
日
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
参
加
が

決
ま
り
、
フ
フ
り
力
か
ら
の
参
加
は
四
力
国
と

な
っ
た
。

こ
れ
で
正
式
参
加
の
決
ま
っ
た
国
は
三
0
力

国
、
一
政
庁
と
な
っ
た
が
、
政
府
、
協
会
て
は

今
後
参
加
勧
奨
を
さ
ら
に
積
極
化
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
態
度
未
決
定
の
ハ
ハ
カ
国
四

国
際
機
構
に
対
し
、
近
く
首
相
親
書
を
送
る
は

こ
び
と
な
っ
て
い
る
。

ケ
.
、

4
ヲ
'

●
政
府
代
表
萩
原
徹
氏
に

政
府
は
、
健
康
上
の
都
合
で
退
任
さ
れ
た
奥

村
前
日
本
万
国
博
政
府
代
表
の
後
任
に
萩
原
徹

氏
(
前
駐
仏
大
使
)
を
正
式
決
定
し
元
。
同
氏

は
国
際
博
覧
会
事
務
局
(
B
1
E
)
の
本
部
が

置
か
れ
て
い
る
パ
リ
に
駐
在
し
て
お
ら
れ
突

め
、
日
本
万
国
博
に
対
す
る
各
国
の
考
え
方
に

も
明
る
く
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

同
代
表
は
五
月
に
開
か
れ
る
第
一
回
参
加
国
政

府
代
表
会
議
に
主
催
国
代
表
と
し
て
出
席
す

る
。

民
リ
民
ソ
ビ

タ
国
力
国
ダ

フ
オ
フ
ク
イ

港
国
ス
ド
ス
ア
ア

ト
ガ

ア
メ
ア

ル
ト

リ
ジ

ゼ
レ

ヒ
リ

@@@@@@@@尊@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@尊@@@韓@@@@@@@@@@@@尊@

万国博

外国出展現況(4打20日現在)

公式参加
ナ力

大韓
ア メ

中華
オ・ プ

ザ ソ

ソ

(ウクライナ・白ロシア政府
もソ連と一体となり参加)

ギ"、ミ ノレ

香
ドイツ
ス

ソ

气'

ア

チ

乞船年目の初心
ニユ、ース

連邦共和
イ

コー シ

ブ

ス

セコ

ノレ

ウ
ギ

ブ

コ
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ソ

ソ

ソ

プ

コニ

づ、
リ

(キソシャサ)

リ
リ

ニ.

ノレ

いよいよ明治百年がきた。私は目下、勝海舟の「氷
川清話」を読んでいるが、え能新のころの裏話は実にお
もしろい。 NHKも今年から「竜馬はゆく」を放映し
ているが、今年は維新ものがはんらんするだろう。私
が最も興味をもっているのは明治に発し大正・昭和と
ひきつがれた精神の柱、民族的執念ともいうべきもの

下包がどこからどうして生まれたかということである。
馬などはその源泉の一人だろう。
それにしても「五ケ条の御誓文」の重大な意義を没

却することはできない。あのときの為政者の眼は、日
本よりも世界獲注がれていたようだ。黒船以来の危局
観から生まれたのであろうが、それが、文明の高さの
国際比価感に移り、「西洋に追いつく」という民族的執
念に結晶していった。岩倉や大久保などはそのチャソ
ピオソだったろうが、その前にその素地をつくった地
下の先覚者群に大きな興味をもつ。
国防的危局観は、国力と体制の整備につれて「東洋
の平和」「フジアの独立」という世界政策的な思J昂こ
発展してゆく。
初心忘るべからず、というが結局「西洋に追いつ
く」ことと「アジアの独立」ということが明治の民族
的初心として、その後の百年の日本人を支配する二大

理念となったことは否定できない。この二つの初心を
スローガソとして明治天皇を最高のりーダーにいただ
き明治の人々は民族的行進をつづけてきたのだ。
それから百年たった。百年目には明治の二つの初心

はみごとに逹成された。日本は「西洋に追いついた」。
日本は「アジアの独立を逹成した」。もっともあとの力
は大東亜戦争の副産物であったが、大東亜戦争自体が
フジア問題が潜在B那こ、または遠因として強く作用し
ておきた戦争である。開戦以後、日本人を激励し鼓舞
した恕J■よ、欧米帝国主義勢力のアジアよりの駆逐と
いうことであった点を考えると「アジフの独立」逹成
も百年の歴史的事業の重大な成果のーつといってよい

明治の民族的執念

イ
ノレ

中曽根康弘

ノレ
キ

力

ツ

ブ
フ ソ ソイ ブ

チオピJ二

非公式参加
ハーカビー社(カナダ)
イーストマソコダック(米)
アメリカソ・パーク社(米)
ケベック州(カナダ)
ブリティッシニ'コロソビ
ア州(カナダ)
サソフラソシスニ市(米)
オソタリオ州(カナダ)

工1

だろう。トイソビーもこのことを肯定している。歴史
を百年のスケールで眺めれば、その見方は正当であ
る。

私はここに恕、いをいたして民族の初心は、その民族
が正心を1寺して、うまず、たゆまず努力すれぱ、舌'年

の時冏をかければ必ず宍現するという確信をもった。
この歴史的事実をわが祖先と同胞に告げたいと思う。
いよいよここに明治百年を経て、今年は2百年目に

入った。そこで、これからの百年間のわガ辻で族の目標
は何か^これが今年からの朋題である。

三つの世界的理想

弘ばここで、わが民族の明治以来2百年目の初心に
ついて訴えたい。わが民族が、これから百年かかって
逹成する世界史的理想についてである。この正念が確
立されなければ民族としての存在は意味がなくなる。
正念は、やはり過去の正念の連統性の上に、その創造
的展開として現われてくる。
それは

].世界の新しい文明推進の指導国家となり
2.世界の平和をまもり
3.アジア・太平洋の繁栄と発展に貢献すること

である。
日本の国民総生産は英・仏をぬいて目由世界の第3

位となった。国民消費水凖も実質的には西欧水凖に追
いつき一人あたりの国民所得は5年以内に独・仏と同
等となろう。明治初年に日本人が夢みた「西洋に追
いつく」という多丸ま実現しかかっているのである。ハ
ーマソ・カーンは西潛2千年には、日本は国民所得一
人あたり6千ドルから 8千ドルとなり、アメリカ・カ
ナグと肩を並べ英・独・仏をぬくであろうと予言して
いる。

つぎの百年間のわが民族の目標は、百年の期間にこ
れを達成して世界の新しい文明推進の指導国家となる
ことである。指導国家とは、世界の新文明の創造と発
展に貢献し、大きな役割を果ナ雄邦となることだ。た
だし、軍事力をもって発言力をもとうとは思bない。
国内生活を精神的にも物質的にも高度に充実させ、そ
の文化羅済的実力をもって世界の創造的進化に発言権
を獲得してゆくことだ。発言の目標は、世界平和、国
際民主主義、ノ、種平等などの人類的理想主義を一歩一
歩地球上に実現することである。
いよいよ日本も明治維新以来2百年目のスタートラ
イソに立った。民族の正しい声は必ず逹せられる。日
本人の新しい六理想を掲げて1億の民族大行進を始め
るときがきたのである。(運輸大臣)

;エ

ニニ

C/

ソ

ウ
ソ
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さ
れ
る
。
な
お
日
木
」
雁
園
ば
、
万
国
愽
終
了
後

も
保
存
さ
れ
る
。

●
テ
ー
マ
館
展
示
計
画
な
る

日
本
万
国
愽
の
テ
ー
マ
「
人
語
張
、
と
調

和
」
を
集
約
的
に
表
現
す
る
テ
ー
々
館
の
展
示

基
本
計
画
が
去
る
三
河
二
七
日
開
か
れ
た
テ
ー

マ
委
員
会
介
義
司
委
県
C
 
無
告
さ
れ
了

承
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
に
ょ
る
と
テ
ー
マ
館
は

会
場
シ
ソ
、
ポ
ル
ゾ
ー
ソ
の
内
都
、
メ
イ
ン
ゲ
ー

ト
と
お
祭
り
広
場
を
つ
た
ぐ
場
所
に
建
設
さ
れ

そ
の
展
示
は
地
下
(
過
去
)
、
地
上
(
現
在
)

空
中
(
未
来
)
の
三
つ
の
層
に
分
け
行
な
わ
れ

る
。

展
示
の
中
心
と
な
る
の
ば
太
椴
塔
、
母
の

塔
、
青
年
の
塔
と
呼
ば
れ
る
三
本
の
塔
自
身
が

展
示
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
三
つ
の
空
間
を
結

ぶ
流
動
棧
構
の
役
割
を
も
果
し
て
い
る
。
こ
の

テ
ー
マ
展
示
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に

各
界
の
意
見
を
求
め
、
建
設
は
竺
費
三
0
億

円
で
今
秋
か
ら
始
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

愽
へ
の
参
加
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
あ
ら

ま
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ソ
内
施
設

対
象
施
設

(
美
衍
飾
1
 
三
億
円
、
多
目
的
ホ
ー
ル
ー
六

竺
千
万
円
、
大
噴
水
1
四
億
円
ほ
か
)
、
娯

楽
張
(
タ
イ
ダ
ラ
ザ
ウ
ル
ス
ー
七
億
八
千
万

円
、
野
外
劇
場
1
-
億
円
ほ
か
)
、
日
本
庭
園

内
施
設
(
迎
賓
館
1
二
0
億
円
)
、
エ
キ
ス
ポ

サ
ー
ビ
ス
施
設
(
無
料
休
僻
七
二
力
所
1
-

ユ
ニ
ッ
ト
五
0
万
円
、
電
子
表
示
装
遣
七
力
所

1
四
億
九
千
万
門
ほ
か
)
、
以
上
の
ほ
か
べ
ソ

チ
、
水
の
み
、
く
ず
入
れ
な
ど
に
至
る
ま
需

額
二
 
0
億
円
の
施
桑
含
ま
れ
て
い
る
。

条
件
:
:
施
設
、
娩
凧
に
付
賄
一
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
無
償
提
供
、
施
設
の
貸
与
の
ほ
か
施
謎

代
わ
る
金
銭
の
提
供
も
可
雫
、
施
設
の
所
有

権
は
原
則
と
し
て
協
会
に
帰
属
す
る
。
施
設
の

搬
入
据
付
、
撤
去
、
処
分
に
つ
い
て
は
原
則

と
し
て
参
加
者
が
負
担
と
責
任
を
も
つ
が
、
協

会
に
寄
贈
し
た
、
の
に
つ
い
て
は
協
会
が
行
な

う
施
設
参
加
者
名
は
恊
会
が
定
め
る
統
一
様
式

の
ネ
ー
ム
プ
ン
ー
ト
に
表
示
す
る
。

優
遇
措
置
・
・
・
・
・
・
施
設
参
加
に
要
し
た
費
用
は

「
指
定
寄
附
金
」
と
し
て
損
金
に
算
入
さ
れ
る

会
場
内
の
営
業
参
加
の
希
望
老
は
優
先
的
に
取

扱
う
。
施
設
参
加
者
名
お
よ
び
そ
の
内
容
の
P

R
を
協
会
か
出
版
物
、
テ
レ
ビ
、
新
閏
な
ど
を

通
じ
て
行
な
う
。

参
卯
申
込
:
ー
・
受
付
場
所
は
日
本
万
国
博
覧

会
協
会
の
大
阪
、
東
京
両
事
務
所
の
資
金
調
達

部
。

●
施
設
参
加
の
公
募
始
ま
る

去
る
四
月
十
一
日
に
開
か
れ
た
万
国
博
協
会

の
財
務
委
員
会
(
植
村
甲
午
郎
委
員
長
)
で
、

施
嬰
加
の
基
本
方
針
が
ま
と
め
ら
れ
、
直
ち

に
公
募
を
開
始
す
る
こ
と
心
な
っ
た
。
施
壁
一

加
と
は
、
万
国
愽
協
会
が
建
設
す
る
会
場
内
の

譜
施
設
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
民
問
か
ら
提
洪

(
寄
付
)
を
求
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
出
展

参
加
、
営
業
参
加
、
催
し
物
参
加
と
並
ぶ
万
国

^
、
.
匂
亀
キ
、
亀
●
向
、
、

一
.
首
島
、
亀
亀
盲
盲
、
亀
●

取

洋
品

〔
売
り
た
い
〕

貴
金
属
・
時
計

郷
土
人
形
・
額
献

呉
服
問
屋
・
民
芸
品

木
工
品

竹
材

側
鈴
木
真
珠
店
・
東
京

田
中
丈
助
・
和
歌
山

国
府
工
業
樹
・
徳
島

島
田
商
工
会
議
所

多
治
見
商
工
会
議
所

鵠
村
上
商
店
・
静
岡

大
和
高
田
商
工
会
議
所

亀
井
へ
ア
ー
本
舗

福
山
商
工
会
議
所

東
亜
樹
脂
工
業
朗
・
名
古
屋

鵠
山
中
製
作
所
・
大
阪

こ
ん
に
ゃ
く
販
売
店
下
市
町
商
工
会
・
奈
良

酉
.
.

帰
イ
メ
ッ
ク
・
東
京 '

新
建
材

寝
具

美
容
材
料
・
器
具

葬
儀
用
品

建
築
資
材

建
材
店
・
金
物
店

1

会
司
匂
、
、
.
匂
亀
向
向
亀
1

割
箸

民
芸
品

名
菓
・
玩
具

勺
〕
μ
六
紙

イ

帰
吉
田
屋
商
店
・
新
削

ナ
ラ
ト
レ
イ
ド
ガ
イ
ト

浜
松
商
工
会
議
所

福
島
ブ
レ
ビ
側
・
福
島

大
牟
山
商
工
会
誹

レ
チ
ャ
ー
バ
ッ
ク

ヒ
ニ

渊
小
林
安
之
助
商
店
・
神
奈
川

〔
一
貝
い
た
い
〕

サ
ソ
ダ
ル
掬
廣
安
泰
行
・
祁
戸

、
ポ
タ
ソ

漢
方
薬

三
栄
貿
易
樹
・
名
古
屋

車
鞆
部
品

ホ
ー
ム
カ
バ

竹
串

陶
磁
器

後
藤
洋
品
店
・
高
知

舞
鶴
商
工
会
議
所

側
杉
村
武
治
商
店
・
東
京

鋤
佐
藤
栄
吉
商
店
・
福
島

泉
佐
野
商
工
会
郡

倉
敷
商
工
<
議
所

帰
藤
快
商
店
・
誘

辺
見
商
店
・
静
岡

姫
路
商
工
会
議
所

檜
木
元
録

割
箸
業
者

橋
爪
兼
吉
・
京
都

筆
墨

t
＼

こ
の
よ
う
に
、
同
社
で
は
経
営
の
仕
組
み
で

も
あ
り
、
ま
た
自
己
啓
発
自
己
研
修
の
場
て

も
あ
る
土
蛾
環
境
を
、
大
切
に
育
て
て
い
く

こ
と
を
重
視
し
て
い
る
が
、
一
方
、
環
境
に
支

配
さ
れ
な
が
ら
も
、
ま
た
環
境
を
支
配
し
て
い

く
こ
と
烹
図
し
た
研
修
も
、
活
発
に
行
な
わ

れ
て
い
る
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
無
線
関
係
の
製
品
を

製
造
し
て
い
る
、
あ
る
事
業
部
で
は
、
独
自
の

佃
修
を
通
じ
て
、
品
質
管
理
の
徹
底
が
は
か
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
部
で
は
、
か
つ
て
Ω
C
活
動
は
、

品
質
管
理
担
当
ス
タ
ッ
フ
中
心
の
活
動
で
あ
り

一
般
作
業
員
の
、
品
質
に
対
す
る
関
心
が
低
か

つ
た
。
そ
こ
で
監
督
者
の
自
己
反
省
の
手
段
と

し
て
、
販
売
店
実
習
を
行
な
っ
九
。

二
週
間
ず
つ
交
代
で
販
売
店
に
住
み
込
み
、

実
習
を
行
な
っ
た
結
果
セ
ー
ル
ス
と
お
客
の

.
L
/
,
'
ド
子
ノ
、
 
r
昜
で
製
止
巳
し
て
゛
る
だ
ナ

.

柿
ジ
ャ
ム

森
下
漆
器
店
・
福
井

西
田
彰
吾
商
店
・
京
都

目
標
を
上
回
る
業
績
を
あ
げ
た
。
こ
の
よ
う
な

過
程
を
通
じ
て
、
品
質
は
工
程
で
皆
が
つ
く
り

あ
げ
る
も
の
だ
、
と
し
う
意
識
と
、
仕
事
の

充
実
感
を
味
わ
っ
て
、
や
る
気
を
さ
ら
に
高
め

た
。

ま
た
同
社
で
は
、
自
己
研
修
と
い
う
こ
と
を

重
視
し
て
お
り
、
例
え
ぱ
課
長
職
昇
任
前
に
、

約
十
力
月
間
行
な
う
課
長
職
候
補
者
研
修
は
、

自
己
研
修
を
主
体
に
し
て
い
る
。

こ
の
研
修
は
①
オ
リ
エ
ソ
テ
ー
、
ソ
 
0
、
ソ
②
指

導
責
任
者
研
究
会
③
自
己
研
修
計
画
案
④
自
己

研
修
の
実
施
⑤
自
己
研
修
の
結
果
検
討
⑥
社
内

コ
ー
ろ
堂
講
⑦
面
接
指
導
1
な
ど
か
ら
な
っ
て

弗
象社

内
コ
ー
ス
は
次
の
よ
う
な
コ
ー
ス
、
講
座

か
ら
な
っ
て
お
り
、
研
修
者
は
任
往
選
択
履

修
す
る
。
コ
ー
ス
U
①
販
売
実
習
②
工
場
実
習

③
統
率
指
導
力
④
原
価
管
理
⑤
品
質
管
理
⑥
内

部
管
理
⑦
経
営
分
析
⑧
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
⑨
ス

0
ヒ
ー
チ

い
る

亀

る
0

0
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シ

宅

、

国
民
金
融
公
庫
融
資
制
度
の
改
正
化
つ
い
て

こ
の
た
び
国
民
金
融
公
庫
で
は
中
小
企
業
の
方
々
の
資
金
需
要
動
向
を
将
の
結
果
、
従
来
の

運
転
資
金
融
衞
度
を
長
期
殺
資
金
貸
付
け
と
短
期
運
転
資
金
貸
付
け
と
に
分
け
左
記
の
通
り

運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

尚
詳
廻
つ
き
ま
し
て
は
、
公
庫
に
直
接
問
合
は
せ
る
か
又
は
当
所
に
お
申
し
越
し
下
さ
、
0

V

記

ー
ー
i
'

1

同
右

短
期
殺
資
金
貸
付

使
途
が
運
要
金
の
み
で
か
つ
貸
付
期
間
が
一
ケ
年
以
内

長
期
運
転
資
金
貸
付

使
途
が
運
転
資
金
の
み
で
か
つ
貸
付
期
間
が
一
ケ
年
超

長
期
・
短
期
運
転
資
金
・
及
び
設
備
資
金
の
重
複
貸
付
け

協
業
化
を
目
的
と
す
る
出
資
金
聖
の
た
め
の
運
転
資
金
融
資
制
度

(
注
)
こ
の
取
扱
い
の
対
象
と
な
る
の
は
独
立
企
業
体
が
協
業
化
の
た
め
出
資
す
る
資
金

に
限
ら
れ
出
資
後
も
そ
の
企
業
体
が
存
続
す
る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
、
尚
こ
の
貸

付
は
他
の
貸
付
と
重
複
し
て
取
扱
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

2

、し

34

、
 
q
 
、
、

普
通
融
資
保
証
業
そ
の
他
本
協
会
に

こ1

保
証
の
対
象
と
な

急
荏

商
業
、
工
業
、
鉱
業

運
挙
木
、
サ
ー
ビ
ス

お
い
て
適
当
と
認
め

た
業
種

特
別
融
資
保
証

Ⅱ佑

資
金
の
使
途

事
業
資
金
謬
鬢
金

設
備
資
金

右

伺

特
別
融
資
保
瓢

年
末
、
夏
季

特
別
融
資
保
証

商
業
及
び
サ
ー
ビ
ス

業

保
証
金
額

同
右

個
人
法
人

一
、
五
0
0
万
円

以
内

組
合
二
、
八
0

0
万
円
以
内

C

同
右

個
人
、
法
人
、
組

合
五
0
万
円
以
内

設
備
近
代
化

特
別
融
資
保
証

保
証
期
間
保
、
"

(
不
動
産
)

店
舗
用
建
物
の
改
築

増
築
又
は
内
部
改
装

に
必
要
な
る
資
金

原
則
と
し
て

運
転
資
金
三
年

以
内

設
備
資
金
五
年

以
内

普
通
融
資
保
証
と
同
事
業
資
金
(
運
転
資

じ
金
)

五
0
万
円
以
内

倒
産
関
連

特
別
融
資
保
証

原
則
と
し
て

運
転
資
金
二
年

以
内

需
資
金
三
年

以
内

個
人
、
法
人

二
0
0
万
円
以
内

B
歩
四
厘

運
転
資
金
二
年

以
内

諾
資
金
三
年

以
内

普
通
融
資
保
証
と
同

じ

個
人
、
法
人
、
組

口八
0
0
万
円
以
内

必
要
の
場

合
要

日
歩
三
厘
不
要

店
制
改

原
則
と
し
て

五
年
以
内

原
則
と
し

二
人

日
竺
厘

返
済
方
法

経
営
の
安
定
に
必
要

な
璽
資
金

原
則
と
し
て

三
ケ
月
以
内

個
人
、
会
社

五
0
万
円
超
共

0
0
0
万
円
以
内

組
合
五
0
万
円

超
五
、
 
0
0
0
万

円
以
内

日
歩元五
毛

不
要

四
ケ
月
以
内

必
要
の
場

口

要

個
人
、
法
人

一
、
八
0
0
万
円

以
内

組
合
二
、
三
0
0

万
円
以
内

日
歩
三
厘

同
右

製
造
(
加
斬
出
f
の
製
造
(
幌

集
荷
を
^
込
生
産
を
含
超
加

必
要
な
る
通
転
資
金

同
右
同
右

一
年
以
上
、
五

年
以
内

原
則
と
し

て
二
人

日
歩
三
厘
不
要

原
則
と
し
て

三
年
以
内

日
歩
三
厘
五
毛

五
0
万
円

以
下
日
歩

二
厘
三
毛

五
0
万
円

超
日
歩

三
厘

同
右

同
右右

同 同
右

同
右

同
右

同
右

県保証協会の

県保証協会では4月1日よわ一層その制度を充実し下表の通り業オ秀を実施致

して居りますので、精々ご利用下さい。

尚不明の点はお気軽に当所業務課までお問合せ下さい。

4);終IE
工指'子
場定近工
'業代業
店種化'
舗'促機
)団進械
等地法工

保連
エモ
ノ、帯

1下

゛兪
出

振
興

カエ輸
)及出
三業1て)ミ'6右

、

な造事工設
るの業場備
資高の店の
金度共舗近
化同の代
に化集化
必'団又
要構化は

一分

括割

保特小
証別規
小椣
口事
雨虫三鷺
資者

たお業運商
業い'送業

、種てそ業
適の'エ
当他サ業

、と協 1
言忍4壽ビ釦;
めにス業

20

'"ニ
コロ

τコ

含加

口証無
融人担
資'保
偶^特'
証別無
小保

ノ'"、

一組七個
0合0人
0 、

万 円法
円以ノ

内以
内

L一信用保証制度にっいて

制

別

て原
要則

と
し

て原
不則
要と

て原
二則
人と

一分

括割

一分

括割

21



労
災
保
険
の
あ
ら
ま
し

◎
労
災
保
険
の
適
用
範
囲

①

昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
労
災
保

険
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
業
種
の
如
何
を

問
わ
ず
、
労
働
者
5
人
以
上
を
使
用
す
る
郭
業

主
は
全
部
労
災
保
陟
に
強
制
的
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

②

今
回
の
改
正
に
ょ
り
新
た
に
勿
入
を
必

要
と
す
る
業
役
膿
耕
小
業
、
動
物
水
産
物
の

採
捕
又
は
養
殖
*
業
、
新
聞
又
は
出
版
業
、
卸

小
売
業
企
融
保
険
小
動
産
業
、
倉
座
業
、
通

信
業
、
旅
館
業
そ
の
他
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
、

そ
の
他
の
沸
革
民
曾
も
の
で
す
。

③

労
災
保
険
料
*
は
年
問
支
払
賃
金
怒
鞍

(
質
芋
、
通
勤
手
奨
家
族
手
当
、
超
過
勤
吻

チ
当
等
を
含
め
た
も
の
)
に
対
し
千
分
の
二
で

す
。

ノ

人
以
上
は
強
制
加
入

5

ノ

2
 
休
業
補
償
給
付

)(
労
働
者
が
前
項
の
場
合
、
労
働
出
来
な
い
た
め

小
業
主
か
ら
賃
金
を
賀
え
な
か
二
'
に
は
そ

の
一
日
に
つ
い
て
給
付
焼
日
額
(
原
則
と
し

て
過
去
三
ケ
月
間
の
平
均
給
芋
日
額
の
百
分
の

六
十
で
す
。
但
し
負
傷
当
日
を
含
め
そ
の
後
の

三
日
間
蝶
荏
娚
削
と
し
て
こ
の
費
用
は
郭
業

上
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

、
^
U
佳
」
^
附
r
^
^

③
傷
病
が
三
年
た
っ
て
も
、
な
お
治
ら
な
い
時
で

も
さ
ら
に
統
け
て
支
給
さ
れ
る
給
付
(
年
金
)

の
こ
と
で
す
。

三
十
年
掛
け
る
と
約
五
七
三
、
 
0
0
0
円
ば

か
り
の
共
済
金
が
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。し

か
も
毎
門
の
掛
金
五
0
0
円
は
税
金
の
控 一

工

峡
に
刈
し
て
年
金
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

葬
祭
制

⑥
前
項
の
場
合
、
葬
祭
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
次

の
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
五
、
 
0
0
0
円
十
給
付
茂
日
額
X
三
0

日
分
・
葬
祭
料

◎
労
災
補
償
給
付
の
種
類

桑
多
得
賞
紗
オ

①
労
働
者
が
業
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
医

誓
か
か
っ
武
妄
す
る
治
療
費
用
の
全
頴

で
す
。

◎
災
害
補
償
の
責
任

傷
条
治
っ
廊
残
存
す
る
身
休
倫
害
の
程

度
に
応
じ
N
跨
の
陣
智
補
償
給
付
で
す
。
た

だ
し
症
状
の
重
い
第
一
級
1
第
七
級
ま
で
の
も

の
は
年
金
と
し
て
第
八
級
1
十
四
級
ま
で
の
、

の
は
一
塒
金
で
す
。

5
 
遺
"
補
惨
や
付

)(
労
働
者
が
業
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
ょ
っ
て

不
き
し
て
死
亡
し
た
場
会
は
原
則
と
し
て
遺

賃
金
を
受
け
て
街
す
る
い
わ
ゆ
る
負
金
労

働
者
が
業
璃
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た

場
合
聖
主
(
使
用
者
)
は
為
基
凖
法
(
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
四
九
ぢ
)
第
八
章
の
規
程

に
ょ
っ
て
事
業
主
の
費
用
で
補
償
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
無
過
失
賠
償
貞

任
の
理
念
に
ょ
る
も
の
で
す
。
労
災
保
険
と
は

労
働
者
が
業
務
上
の
事
般
で
負
傷
又
は
疾
病
に

か
か
っ
た
場
食
政
府
釜
業
主
に
代
っ
て
補

償
を
行
う
鎧
が
労
災
保
険
で
あ
り
ま
す
。

松
輯
と
統
奪
え
て
、
負
余
輪
に
加
算
し
て

創
算
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

※
事
務
組
合
の
お
手
伝
に
つ
い
て

当
所
に
お
い
て
条
務
肌
合
の
認
可
を
受
け

て
、
*
業
主
の
皆
様
が
行
な
う
べ
き
労
災
保
険

の
級
告
班
鴉
の
代
行
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

詳
雛
に
つ
い
て
ば
⑳
6
0
7
5
1
7
ま
で
お

問
合
わ
せ
下
さ
い
。

話
0
月

全
0
年
)

小
規
模
企
業
共
済
制
度
に
加
入
し
よ
う

中
小
<
業
の
み
な
さ
ん
。
貴
力
は
老
後
に
不

安
を
感
じ
て
お
り
ま
せ
ん
か
。

「
息
子
は
、
仕
事
を
継
い
で
く
れ
る
だ
ろ
う

か
」
と
か
、
「
も
し
も
仕
事
を
止
め
た
ら
ど
ぅ

な
る
ん
だ
ろ
う
か
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
不
安

を
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
が
あ
る
に
ち
か
い
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
と
、
な
に
か
^
険
の
^
^

員
の
い
い
ぐ
さ
に
似
て
お
り
ま
t
か
、
そ
う
じ

や
な
い
の
で
す
。
日
本
に
は
、
こ
う
い
う
老
後

の
不
安
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
小
小
璽
の
力
々

が
何
十
万
と
い
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
方
々
砥
ま
っ
て
、
征
打
少
し
ず
つ
金
を
出

野
象
に
な
る
の
で
す
。

ま
九
次
の
よ
う
な
場
合
に
も
共
済
金
が
支
船

さ
れ
ま
す
。

①

璽
し
た
と
き
。
あ
る
い
は
会
の
飢

散
が
あ
っ
た
と
き
。

会
社
の
役
員
を
退
め
九
と
き
。

六
十
五
才
以
上
に
な
り
、
約
二
十
年
以

上
掛
金
を
?
づ
け
九
と
き
。

こ
の
制
度
は
、
参
考
の
表
で
お
わ
か
り
の
よ

う
に
、
長
期
問
掛
け
る
と
大
変
右
利
に
な
る
村

禦
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
「
お
れ
は
あ

と
三
十
年
も
生
き
な
い
よ
」
な
ど
と
い
わ
れ
る

力
も
あ
る
か
も
し
れ
左
せ
ん
。

そ
の
時
に
は
、
ご
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
そ

の
力
の
奥
さ
ん
か
、
お
子
さ
ん
が
こ
の
共
済
契

約
を
継
統
す
る
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
立
す
。

つ
ま
り
、
税
金
の
傑
金
額
を
ふ
や
し
な
か

ら
、
将
来
不
安
を
な
く
し
て
い
こ
う
、
と
い
う

の
が
こ
の
制
度
の
趣
旨
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
ど
ん
ど
ん
こ
の
共
済
制
度
へ
加
入

し
て
下
さ
れ
ば
毎
月
集
ま
っ
た
資
金
は
、
事
業

団
か
ら
皆
さ
ん
に
還
元
聾
も
さ
れ
ま
す
。

く
b
し
い
こ
と
は
、
当
所
業
務
課
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

'
"
'

◎
特
別
加
入
に
つ
い
て

璽
主
又
は
そ
の
家
族
が
特
別
に
加
入
を
希

望
す
る
場
合
に
は
家
族
が
特
別
加
入
を
す
る
こ

と
が
出
米
ま
す
。
こ
の
場
合
は
賃
金
を
貰
っ
て

い
な
い
の
で
希
望
す
る
給
付
基
礎
日
額
(
一
月

に
つ
き
四
0
0
1
三
、
 
0
0
0
円
ま
で
の
-
0

0
円
刻
み
)
の
三
百
六
十
五
日
分
を
年
間
給
与

ノ
、
ー
)
{
ノ
ノ
、
ノ
、
/
ノ
凡
イ
ノ
 
j
 
ゞ
ノ

、
そ
ろ
ぱ
ん
、

奈
良
県
一
決
ま
る
ノ
.

そ
ろ
ば
条
良
県
一
を
決
め
る
国
長

算
競
技
大
条
良
県
地
力
予
選
は
去
る

四
月
二
十
八
日
(
日
)
奈
良
鶴
工
会

需
連
合
会
の
主
催
で
大
和
高
田
商
工

会
議
所
で
行
は
れ
た
が
、
多
数
の
優
秀

参
加
者
の
中
か
ら
神
谷
光
久
君
(
南
都

銀
行
本
店
業
務
、
劣
務
・
生
翻
業
畑
)

が
時
れ
の
ノ
て
ろ
ぱ
ん
奈
良
県
ア
と

決
ま
り
他
の
優
姦
手
六
名
と
共
に
来

る
五
月
二
十
六
日
東
京
に
於
い
て
行
は

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

ナ

し
あ
っ
て
、
そ
の
金
を
も
と
に
、
万
一
会
社
を

止
め
た
り
、
ご
不
系
あ
っ
た
と
き
に
、
金
を

さ
し
あ
げ
る
こ
と
を
考
え
九
ら
ど
ぅ
で
あ
ろ
う

か
。
立
た
、
集
め
る
資
金
が
多
額
に
な
れ
ば
、

そ
の
系
を
倒
産
防
止
と
か
、
災
害
復
旧
資
金

と
し
て
小
小
条
の
皆
さ
ん
へ
巡
兀
融
資
す
る

こ
と
も
芳
え
ら
れ
る
の
で
は
な
V
か
。

こ
ん
な
フ
ィ
テ
ア
か
ら
、
国
は
特
別
の
法
律

で
小
規
希
鞭
h
栞
業
団
と
い
う
機
関
を
作

り
ま
し
た

小
規
模
企
美
済
と
は
、
む
ず
か
し
い
一
暴

で
す
が
、
要
す
る
に
、
従
業
員
が
二
0
人
以
下
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＼
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:

奈
良
県
で
は
、
か
ね
て
か
ら
県
内
の
小
袈
て
る
た
め
、
昭
和
四
三
年
度
に
お
い
て
三
、
同

査
県
火
災
共
済
協
同
細
合
の
行
な
う

.

事
業
者
に
対
す
る
小
口
で
簡
易
な
融
資
制
度
を
 
0
0
0
万
円
を
奈
良
号
用
保
証
恊
会
を
通

火
災
共
済
に
加
入
し
て
い
る
者

検
討
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
三
年
度
か
ら
次
の
じ
て
南
都
銀
行
に
預
託
し
、
南
都
銀
行
は
同

資
金
使
途
運
転
資
金

要
領
に
ょ
る
融
資
制
度
を
実
施
(
五
月
か
ら
)
年
度
中
に
お
け
る
融
資
鴛
、
希
奘
、
 
0

貸
付
条
件

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

0
0
万
円
に
な
る
よ
う
貸
付
け
を
行
な
う
も

一
事
業
者
に
つ
い
て
三
0
万
円
以
内
で
、

小
規
模
事
業
名
小
口
簡
易
融
資
制
度

の
と
す
る
。

村
期
開
は
一
年
以
内
発
だ
し
据
置
期
閻
二

こ
の
制
度
は
、

①

打
を
含
む
)
、
貸
付
利
率

写
、
ー
ー
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、

小
規
模
事
業
者
が

は
二
銭
元
(
緑
か
に
保

奈
良
県
が
小
規
模
企
業
共
済
契
約
者
等
を
対
象

不
測
の
事
態
に
備

、
鷲
ガ
加
鋳
さ
れ
る
)
、

え
る
た
め
共
済
制

と
し
た
小
口
で
簡
易
な
融
資
制
度
に
つ
い
て

償
謹
-
0
月
以
内
の
均

度
の
加
入
促
進
を

等
打
献
償
還
。

'

ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
,

は
か
る
と
と
も
に
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僧
入
申
込
商
工
会

小
口
運
転
資
金
を
簡
易
か
つ
迅
速
に
馨
す
④
融
資
を
受
け
る
老
の
資
格

議
所

る
こ
と
に
ょ
り
、
小
規
模
聖
者
の
経
営
の
こ
の
制
度
§
づ
く
・
聲
を
受
け
る
寳
耕
を

保
証

⑧

健
全
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
t
る
。

村
す
る
も
の
は
小
規
模
事
業
者
で
あ
っ
て
次

南
都
銀
行
は
こ
の
制
度
に
ょ
る
貸
付
は
、
 
t

取
扱
金
融
機
関
嘉
銀
行

の
名
号
の
一
驫
当
す
る
も
の
と
す
る
。

べ
て
奈
良
県
信
用
保
証
協
会
の
追
、
穫
証
を

原
資
お
よ
び
融
資
の
限
度

圃
小
規
熔
躯
<
済
E
言
以
上
加
入
L

ふ
す
も
の
と
す
る
。

椴
、
こ
の
制
度
に
ょ
る
讐
の
原
資
に
あ

か
つ
、
三
河
以
上
継
統
L
て
い
る
者
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孟
年
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(
参
考
)

三
月
(
一
年
)

美
月
会
亙
)

の
小
さ
な
中
小
企
業
の
方
々
の
み
が
、
集
ま

つ
て
お
互
い
に
助
け
あ
う
謬
の
こ
と
な
の
で

す
。

つ
ま
り
、
毎
月
五
0
0
円
t
つ
、
こ
の
小
規

讐
済
事
諾
へ
掛
金
を
か
け
た
と
し
ま
し
ょ
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非
協
力
的
な
部
下

【
問
〕
私
の
部
下
の
一
人
に
、
山
分
の
仕
事

以
外
の
こ
と
と
な
る
と
、
何
,
、
や
ら
な
い
年
配

の
従
業
員
が
い
て
、
そ
の
取
り
扱
い
に
困
っ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ぱ
、
班
全
貝
で
恊
力
し
て
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
竣
場
の
整
理
と
い
っ
た
仕

*
に
し
て
、
そ
の
男
は
そ
っ
ぽ
を
向
い
て

自
分
の
直
接
使
っ
て
い
る
妥
の
髭
ぐ
ら
い

し
か
し
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
私
が
別
の
仕
事
を

や
ら
せ
よ
う
と
頼
ん
で
も
必
ず
文
句
を
い
っ
て

そ
の
仕
事
を
の
が
れ
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
他
の
部
下
か
ら
も
嫌
わ
れ
、
浮
き
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
若
い
者
な
ら
叱
っ
て
で
も
指
導
で

き
ま
す
が
、
年
も
四
十
五
歳
で
、
私
よ
り
も
十

歳
以
上
も
上
な
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
ど
ぅ
す

れ
ぱ
よ
い
で
し
よ
う
か
。

【
筥
そ
の
よ
う
な
人
は
、
数
は
少
な
い
が

よ
く
い
ま
す
。
筆
者
自
身
、
そ
う
し
た
部
下

を
も
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

非
協
力
的
で
、
職
場
の
協
調
ム
ー
ド
を
こ
わ
す

よ
う
な
こ
と
を
す
る
人
に
は
、
自
分
が
権
威
へ

の
あ
こ
が
れ
が
強
い
の
に
、
そ
の
権
威
欲
を
満

た
せ
る
は
ず
の
監
督
的
地
位
に
は
つ
け
て
も
ら

え
ナ
、
強
い
不
満
瞥
ぜ
抱
い
て
し
ま
っ
た
と
か

ま
た
、
自
分
は
、
こ
の
仕
事
(
自
分
に
与
え
ら

れ
た
き
ま
っ
た
仕
事
)
を
す
る
た
め
に
や
と
わ

れ
て
い
る
の
で
、
ほ
か
の
雑
用
な
ど
を
す
る
た

め
に
雇
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
っ
て
自 .

-
g
:
"

央
火
)
二
戸

ど
ぅ
指
導
L
て
い
く
べ
き
か

己
中
心
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
と
か
、
署

者
個
人
に
強
い
反
感
を
も
ち
、
監
督
者
を
困
ら

し
て
や
ろ
う
と
い
っ
た
気
持
を
持
っ
て
い
る
と

か
と
、
い
ろ
い
ろ
原
因
か
あ
る
。

で
す
か
ら
、
そ
の
原
因
を
た
し
か
め
て
、
そ

の
原
因
に
そ
っ
た
対
策
を
た
て
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
本
人
が

年
上
で
あ
ろ
う
が
年
下
で
あ
ろ
う
が
、
符
が

直
接
木
人
に
、
職
場
の
人
々
の
そ
の
人
に
対
す

る
不
満
底
監
督
者
で
あ
る
あ
な
た
自
身
が
困

る
こ
と
な
ど
を
卒
一
鳳
に
話
し
、
一
方
、
そ
の
人

の
盲
い
分
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
で
す
。

言
い
分
を
聞
く
時
は
、
相
手
四
盲
う
こ
と
が

不
合
理
な
点
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て
そ
れ
を
た

し
な
め
た
り
、
批
判
し
た
り
せ
ず
、
よ
く
開
い

て
や
る
こ
と
で
す
。
カ
ウ
ソ
セ
リ
ソ
グ
の
要
領

を
使
う
の
か
一
番
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て

原
因
が
つ
か
め
た
ら
、
あ
と
は
、
そ
れ
に
合
っ

た
対
策
を
た
て
る
こ
と
で
す
。

原
因
別
の
対
策
は
省
略
し
ま
す
が
、
た
だ
し

こ
の
対
策
を
た
て
る
場
貪
監
督
者
と
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第
一
は
、
本
人
が

目
分
か
ら
協
力
的
態
度
を
持
つ
よ
う
に
し
む
け

る
こ
と
。
第
二
に
は
、
感
甜
に
な
ら
ぬ
よ
う

に
し
て
、
し
か
も
忍
耐
強
く
、
あ
せ
ら
ず
に
指

導
し
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
ど
ぅ

し
て
も
な
お
ら
ぬ
と
き
は
、
職
場
を
変
え
て
、

気
分
的
に
も
途
っ
た
と
こ
ろ
に
配
置
す
る
こ
と

を
考
え
て
や
る
こ
と
。
第
四
に
擡
中
で
あ
き

ら
め
た
り
、
相
手
が
年
長
者
だ
か
ら
と
い
っ
て

遠
感
し
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
部
下
に
述
慮

労
務
管
理
費
の
格
差

【
問
〕
私
の
と
こ
ろ
は
、
従
業
員
六
十
余
名

の
小
企
羊
す
が
、
中
小
企
業
は
大
企
き
く

ら
べ
、
福
利
厚
生
費
と
か
教
育
製
讐
が
非
常

に
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
ど

の
く
ら
い
低
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
観
念

的
に
低
い
と
い
わ
れ
て
い
て
も
、
実
状
が
ど
の

程
度
低
い
か
判
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
忠
罷
菱

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
惣
品
実
状
と
い
っ
て
も
、
ど
ぅ
い
う
説
明

を
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
か
で
答
え
力

も
違
う
の
で
す
が
、
低
い
こ
と
は
事
実
で
す
。

例
え
ば
、
法
定
福
利
費
な
ど
は
、
大
企
業
も

中
小
企
業
も
、
そ
れ
ほ
ど
差
は
な
い
と
一
般
的

に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
従
業
員
五
千
名
以

上
の
大
璽
の
そ
れ
を
-
0
0
と
す
る
と
、
三

Ξ
1
九
九
名
の
従
業
員
規
模
の
そ
れ
は
六
五
と

三
五
%
、
低
い
と
い
っ
た
実
状
で
す
。
こ
れ
を

金
額
(
月
額
)
で
示
せ
ぱ
五
千
人
以
上
が
約
二

五
0
0
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
百
人
以
下
は
一

六
0
0
円
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
が
法
定
外
福
利
費
に
な
り
ま
す
と
、
そ

の
差
も
ず
っ
と
大
き
く
な
り
ま
す
。
金
額
(
月

額
)
で
説
明
す
る
と
五
0
0
0
人
以
上
二
八
0

0
円
、
-
0
0
0
人
か
ら
五
0
0
0
人
ま
で
が

三
0
0
円
に
く
ら
べ
ー
0
0
人
未
満
三
0
人

以
上
は
ご
-
0
0
と
い
う
数
字
に
な
っ
て
い
ま

す
。教

育
費
に
い
た
っ
て
は
五
0
0
0
人
以
上
が

/
ー
ー
ー
ー
ノ
凡
1
、
{
】
(
ー
,
/
X
/
ー
ー

し
た
り
、
部
下
の
ご
き
げ
ん
と
り
を
し
た
・
り
す

る
こ
と
は
、
監
督
者
と
し
て
と
っ
て
は
な
ら
な

熊
度
で
す
。

そ
の
実
態
を
教
え
て
下
さ

人
事
考
課
の
分
布
制
限

月
額
三
五
0
円
に
対
し
、
-
0
0
人
未
満
三
0

人
以
上
は
な
ん
と
三
0
円
と
い
う
の
で
す
か
ら

け
た
ち
が
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
法
定
外
福
利
費
の
内
容
に
つ
い
て
比

校
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

五
0
0
0
人
以
上
九
九
1
三
0

三
西
三
円
三
一
四
円

住
居
関
係

医
療
関
係

五
0

四
四
一

食
事
関
係

四
四
七
二
五
三

文
化
活
動
関
係
二
三
五
一
王
ハ
一

私
的
保
険
関
係

ニ
ハ

四
七

慶
弔
見
舞
関
係

六
八

二
三
二
三
0

そ
の
他

と
い
っ
た
こ
と
で
、
小
企
業
が
高
い
の
は
文
化

体
育
、
娯
楽
関
係
と
私
的
保
険
制
度
へ
の
拠
出

金
だ
け
で
す
。

こ
の
ほ
か
労
務
鬢
関
係
を
み
ま
す
と
、
給
与

は
若
年
層
は
中
小
企
業
の
ほ
う
が
高
い
実
状
で

す
が
全
体
を
な
ら
す
と
、
九
九
1
三
0
人
の
と

こ
ろ
は
五
0
0
人
以
上
の
六
二
%
、
退
職
金
は

二
三
%
、
各
種
の
現
物
給
与
は
五
0
%
と
い
ず

れ
も
低
い
こ
と
は
い
な
め
ま
せ
ん
。

給
与
や
福
利
厚
生
が
よ
い
こ
と
だ
け
が
よ
い

労
務
管
理
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
差

は
労
使
の
協
力
の
う
え
で
ち
ぢ
め
て
い
く
努
力

は
必
要
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
数
字
は
労
働
省
の
調
査
資
料
に

よ
っ
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
人
事
考
課
の
分
布
制
限
を
す
る
こ
と

か
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
い
ま
京
で

は
こ
う
し
た
こ
と
は
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

こ
れ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ど
ぅ

い
う
よ
う
に
す
る
の
か
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ

、
 
0

L

竪
昌
分
布
制
限
と
い
う
の
は
、
人
事
考
課

で
は
寛
大
化
傾
向
と
い
っ
て
少
し
村
く
、
、
希
し

た
り
、
中
心
化
傾
向
と
い
っ
て
、
良
く
驫
く

も
な
い
平
均
的
な
と
こ
ろ
に
多
く
評
価
し
て
し

立
っ
た
り
と
い
う
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で

評
定
結
果
を
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
劣
っ
て

い
る
老
ま
で
正
規
分
布
に
な
る
よ
う
に
分
散
さ

せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

従
簀
が
五
十
人
、
百
人
と
多
く
な
っ
て
い

け
ば
、
語
的
に
い
っ
て
同
じ
ょ
う
極
れ
て

い
る
者
、
ま
た
は
同
じ
よ
う
に
劣
っ
て
い
る
者

に
か
た
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
小
ノ
な
く
、

そ
の
中
で
も
優
れ
て
い
る
老
、
劣
っ
て
い
る
者

平
均
的
な
者
が
い
て
、
そ
の
数
は
平
均
的
な
者

番
多
く
、
そ
れ
よ
り
優
れ
て
い
る
老
劣

力つ
て
い
る
者
は
人
数
が
少
な
く
な
る
と
い
う
の

が
普
通
で
す
か
ら
、
理
論
的
に
は
、
分
布
制
限

を
す
る
ほ
う
が
よ
い
の
で
、
そ
の
分
布
の
さ
せ

力
も
理
池
は

三
繕
霜
の
場
合

ど
の
よ
う
に
配
分
す
べ
き
か

、
ι
、 J

J
J

上
ニ
ハ
%
中
六
八
%
下
一
六
%

四
段
階
需
の
場
合

上
七
%
中
の
上
四
三
%
中
の
下
四
三
%

下
七
%

五
段
階
密
の
場
合

上
の
上
四
%
上
二
四
%
中
四
四
%

下
二
四
%
下
の
下
四
%

六
倫
駈
の
場
合

上
の
上
二
%
上
一
四
%
中
の
上
三
四
%

中
の
下
三
四
%
下
一
四
%
下
の
下
二
%

七
段
階
評
価
の
場
合

上
の
上
一
・
五
%
上
八
%
中
の
上
二
四

%
中
の
中
三
三
%
中
の
下
二
四
%
下

ハ
%
下
の
下
一
・
五
%

と
な
る
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
普
通
は
こ
れ
を
少
し
く
ず
し
、

三
段
階
は
上
三
0
%
中
四
0
%
下
三
%
、
ま
た

五
段
階
は
上
の
上
-
0
%
上
二
0
%
中
四
0
%

下
二
0
%
下
の
下
-
0
%
と
い
っ
た
よ
う
に

、し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
分
布
制
限
は
人
数
の
多
い
場
合
は

行
な
う
ほ
う
が
よ
い
の
で
す
が
、
人
数
が
小
ノ
な

い
場
合
と
か
、
そ
の
能
力
に
偏
り
の
あ
る
場
合

に
は
か
え
っ
て
実
状
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
る
の
で

あ
0
て
、
こ
れ
を
適
用
す
る
の
に
は
そ
う
し
た

こ
と
を
考
応
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

仏
,
U
 
,

管
理
者
教
育
の
方
法

乏

【
問
】
管
理
者
の
教
育
に
了
不
ー
ジ
ャ
ル
.

グ
リ
ッ
ド
.
セ
ミ
ナ
ー
と
か
い
う
新
し
い
方
法

が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
概
要
で
も
判
れ
ぱ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

星
品
米
国
の
心
理
学
者
と
数
学
者
の
協
同

開
発
の
管
理
教
育
法
で
、
管
理
者
の
り
ー
グ

シ
ツ
プ
の
と
り
方
を
五
つ
の
型
に
分
け
、
各
型

が
ど
ん
な
も
の
か
を
教
え
、
教
育
を
受
け
て
い

る
人
が
ど
の
型
に
あ
て
は
ま
る
か
を
相
互
評
価

や
自
己
評
価
に
ょ
っ
て
自
覚
さ
せ
、
望
ま
れ
る

管
理
者
の
ス
タ
イ
ル
に
教
育
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

方
法
は
、
八
人
か
ら
-
0
人
ぐ
ら
い
の
小
ク

ル
ー
プ
を
作
り
、
一
週
間
ほ
ど
の
合
宿
製
に

よ
る
、
の
で
す
が
、
最
初
は
り
ー
グ
ー
シ
ッ
プ

に
関
係
す
る
本
を
読
ま
せ
た
り
、
自
己
評
価
を

さ
せ
、
汰
に
グ
ル
ー
プ
で
実
例
に
つ
い
て
の
ケ凱

ス
・
ス
タ
デ
ー
や
相
互
評
価
を
し
元
り
、

義
を
し
た
り
し
て
、
指
導
・
監
督
法
を
学
ば
せ

最
終
的
に
、
指
導
・
監
督
と
い
う
管
理
的
行
動

に
対
す
る
考
え
方
を
正
し
く
理
解
さ
せ
よ
う
と

い
う
、
の
で
す
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ル
.
グ
リ
ッ
ド
と
い
う
の
は
、

管
理
老
の
五
つ
の
型
に
つ
け
た
名
称
で
、
そ
の

型
と
は
、
最
近
、
 
P
M
理
論
な
ど
で
い
わ
れ
て

い
る
も
の
と
同
じ
で
、

仕
事
に
打
ち
込
ん
だ
部
下
に
ょ
っ
て
業
韻

1

が
な
し
と
げ
ら
れ
る
。
組
織
目
的
と
い
う
一

本
の
ス
ジ
を
通
L
て
各
人
の
自
主
性
が
守
ら

れ
、
信
頼
と
尊
敬
に
ょ
る
人
間
関
係
が
で
き

あ
か
る
。
(
九
・
九
刑
寺

2
 
仕
事
を
な
し
と
げ
る
必
要
性
と
職
場
士
気

)(

新
し

)

M
 
・
 
G
 
セ
ミ

ナ

(
を
と
も
に
バ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
状
態
に
お
く

組
織
が
十
分
に
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
。

(
五
・
五
型
)

3
 
ψ
嚢
中
心
で
、
部
下
が
人
間
と
い
う
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
姦
し
な
い
。
(
九
'
一
刑
寺

部
下
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に

注
1
、
組
織
の
中
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し

て
仕
事
の
足
並
み
は
そ
ろ
う
。
(
一
・
九
型
)

5
 
芋
え
ら
れ
た
仕
事
を
な
し
と
げ
る
た
め
最

小
の
努
力
を
払
え
ぱ
よ
い
。
組
織
の
中
で
居

心
地
よ
く
{
女
泰
に
す
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
一
・
一
型
)

の
五
つ
で
、
九
・
九
裂
す
る
こ
と
を
理
想
と

し
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
九

九
型
の
管
理
者
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の

管
理
者
の
行
動
や
思
考
を
変
え
る
こ
と
に
ょ
っ

て
、
経
営
組
織
全
体
を
建
設
的
、
鼎
的
な
も

の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
も
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。その

た
め
、
上
級
の
管
理
者
と
初
級
の
管
理

老
に
ょ
る
グ
ル
ー
プ
作
り
、
そ
の
チ
】
ム
.
ワ

ク
に
ょ
っ
て
理
想
の
組
織
や
現
実
の
組
織
に

つ
い
て
改
善
案
を
作
ら
せ
、
職
場
集
団
間
や
最

高
管
理
者
間
で
、
同
じ
こ
と
を
さ
せ
て
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
討
議
を
さ
せ
、
実
行
に
移

す
よ
う
に
し
む
け
る
と
い
っ
た
こ
と
も
す
る
よ

う
で
す
。

な
お
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
ト
ッ
プ
層
か
ら
順

汰
、
下
級
の
管
理
者
層
ま
で
実
施
し
て
い
く
の

が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
考
文
献
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
経
文
庫
「
社
員
教
育
入
門
」
山

田
雄
一
著
な
ど
が
あ
り
立
す
。

)()4

と
ネ

(

い
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い
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奈
良
と
二
大
都
市
と
の
小
売
物
価
変
動

(
四
+
二
年
五
月
1
四
+
三
年
四
月
)

※
二
大
都
市
と
の
変
動
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
各
月

別
に
み
る
と
地
方
都
市
と
の
変
動
に
興
味
深
い
点
が

あ
る
0
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9
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01

4
月

¥
新
入
会
員

商
業
小
売
部
会

・
田
代
電
気
商
会

田
代
清

奈
良
市
京
終
町
三
七
番
地

・
向
井
酒
店

向
井
真
夫

奈
良
市
学
園
町
北
二
丁
帰
二
の
一
九

・
木
原
新
聞
舗

木
原
初
朗

奈
良
市
西
御
門
町
八

坂
上
米
穀
店

坂
上
知
男

奈
良
市
南
半
田
中
町
5

入
江
正

・
珍
壺
亭

奈
良
市
三
条
町
ニ
ハ

・
宮
木
青
果
店

宮
木
久
子

奈
良
市
芝
辻
西
町
(
油
阪
ス
ト
ア
内
)

商
業
卸
部
会

中
村
明
己

・
中
村
金
正
堂

奈
良
市
西
新
屋
町
三
三

工
業
部
会

・
三
都
屋
鉄
工
所

西
留
吉

奈
良
市
肘
塚
町
二
九
一
の
三

・
長
谷
川
工
業

長
谷
川
良
幸

奈
良
市
尼
ケ
辻
町
二
の
三
七
八中

村
広
一

・
中
村
印
刷

奈
良
市
尼
ケ
辻
町
二
の
一
ハ
ハ

繊
維
工
業
部
会

・
西
村
弥
次
郎

奈
良
市
肘
塚
南
方
町
八
一

3
月

,
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鯉
光
部
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杉
田
屋

杉
田

奈
良
市
杉
ケ
中
町

・
伊
佐
乃
屋

奈
良
市
東
寺
林
町
二
五

建
設
部
会

・
山
本
ブ
リ
キ
店

山
本

奈
良
吏
部
門
町
ご
一

・
梅
本
工
務
店

奈
良
市
篭
の
内
町
ニ
ハ

子
代
表
者
変
更

・
鵠
山
田
薬
局

山
田
健
治
郎
氏
か
ら
山
田
一
郎
氏
一
~

大
路
荷
業
樹

清
水
吉
夫
氏
か
ら
伊
勢
竜
三
氏
に

・
飛
鳥
ゴ
ル
フ
鵠

上
野
次
郎
男
氏
か
ら
阪
暴
一
氏
に

・
住
友
海
上
火
災
保
険
鵠
奈
良
営
業
所

倉
持
勘
治
氏
か
ら
藤
井
孝
紀
氏
に

芋
住
所
変
更

・
奈
良
饌
光
バ
ス
鵠

奈
良
市
油
阪
町
三
六
の
一
か
ら
奈
良
市
油

阪
町
一
番
地
に

斈
商
号
変
更

・
渊
奈
良
り
り
ー

旧
商
号
朗
三
晃
食
品

・
山
尾
薬
品
樹
奈
良
営
業
所

旧
商
号
暢
山
尾
ご
而
店
奈
良
纂
所

、
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、
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リビングメイトで住いのプラン山

0優待価格で全商品をご奉仕
C ご来店の会員にはカラーテレビ・新聞雑誌お茶な
どを備えた豪華なサロンを気軽にご利用いたゞき
ます

0旅行、催し行事にご招待
0会員のご家庭で現在ご使用の家具類は責任ある実
費修理でお守りします

森本家具ならではの充実したプランが
ぜひご入会くださいニ¥'ツシリ

会員募集

会費は 1 力月く10》1
ご入会ばいつでもお好きなときに幾口でも

お問合せは
株式会社

『鬼昆_鬼_/J子

宣伝課りビーグメイト

奈良行 5636~865.

条町西奈良シ、ールーム・奈良市佐紀 ^
近鉄西大寺駅下車岡7671~2

吉野1.1i・吉野郡吉野町上市六軒町275の1(07463)如"

森本家具製作所

C

000円
'・一入会金不要でナ
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所
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巡
回
ス
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及
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テ
ー
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圓
商
店
経
営
シ
リ
ー
ズ

^
1
〕
サ
ー
ビ
ス
と
は
。

2
 
販
売
効
率
を
あ
げ
る
に
は
、

3
 
上
手
な
お
客
の
応
待
法
。

4
 
上
手
な
船
店
の
広
告
戦
略
。

5
 
経
営
改
釜
尺
の
道
。

6
 
お
客
は
常
に
正
し
い
。

7
 
販
売
値
段
は
一
つ
し
か
な
い
。

8
 
お
客
は
満
足
を
か
う
。

9
 
商
店
に
お
け
る
陳
列
と
照
明
。

ガ
(
最
寄
品
の
部
)

0

ガ

1

新
し
い
販
売
。

11

商
店
街
活
動
。

21

包
装
の
仕
方
。
(
基
本
編
)

31

(
応
用
編
)

4

が

1

品
質
表
示
と
販
売
促
進
。

51

繁
営
す
る
商
店
街
。

(
Ⅱ
、
店
頭
販
売
の
秘
訣
。
(
接
客
編
)

店
頭
販
売
の
秘
訣
。
(
陳
列
編
)

こ
れ
か
ら
の
小
売
商
店
の
生
き
る
道
。

91^
.
今
日
の
店
舗
、
明
日
の
繁
栄
。
 
V

飢
税
金
を
怖
れ
な
い
経
営
。

訟
貴
方
に
も
開
か
れ
て
い
る
金
融
の
窓
口
。

1

=

舗
み
ん
な
で
街
づ
く
り
。

部
商
店
の
労
務
管
理
(
上
)

商
店
の
労
務
管
理
(
下
)

こ
れ
か
ら
の
商
店
主
婦
。

お
客
さ
ま
の
買
物
心
理
。

店
員
の
一
日
(
上
)
(
新
巻
)

03

(
下
)
(
新
巻
)

1

ガ

3

貴
方
に
も
出
来
る
店
舗
の
診
断
(
新
巻
)

23

安
心
を
積
立
て
る
。
(
新
巻
)

33

こ
れ
か
ら
の
商
工
青
年
。
(
新
巻
)

43

上
手
な
仕
入
下
手
な
仕
入
(
新
巻
)

53⑧
工
場
経
営
シ
リ
ー
ズ

ー
カ
ギ
は
貴
方
が
握
っ
て
い
る
。

2
 
ぼ
や
ぼ
や
し
ち
ゃ
い
ら
れ
な
い
。

3
 
や
さ
し
い
複
式
簿
記
。

4
 
新
し
い
人
間
関
係
。

5
 
人
間
関
係
の
ポ
イ
ソ
ト
。

6
 
あ
な
た
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ソ
出
来
る
。

7
 
我
々
は
原
価
を
作
っ
て
い
る
。

8
 
下
請
企
業
の
経
営
改
善
。

9
 
売
れ
る
製
品
の
作
り
方
。

一

御
申
込
は

所
業
務
課
へ

電
話
⑳
六
0
七
玉
(
代
)

昭
和
四
十
三
年
五
月
二
十
日
印
刷

昭
和
四
十
三
年
六
月
一
日
発
行

奈
良
市
東
向
中
町
六

編
集
兼
中

村
貞
三

発
行
人
中

奈
良
市
尼
辻
町
一
丁
目
五
七
七

七

印
刷
人
、

奈
良
市
尼
辻
町
一
丁
目
五
七
七

印
刷
所
共
同
精
版
印
刷
讐

奈
良
市
東
向
中
町
六

発
行
所
奈
良
商
工
会
議
所

電
話
奈
良
⑳
六
0
七
異
代
)

一{

(

あ
な
た
に
も
で
き
る
工
謬
断
(
新
巻
)

↓
1

}

⑥
実
務
訓
練
関
係

正
し
い
電
話
の
応
接
。

12
 
正
し
い
受
付
と
接
待
の
仕
方
。

3
 
正
し
い
態
度
。

4
 
積
極
性
を
伸
ば
す
に
は
。

5
 
命
令
の
受
け
方
、
報
告
の
仕
方
。

6
 
会
議
の
開
き
方
。

7
 
話
し
方
の
技
術
。

8
 
T
 
・
 
W
 
・
ー
と
は
。

9
 
教
え
方
の
四
段
階
。

人
を
協
力
さ
せ
る
に
は
。

作
業
分
析
。

安
全
。

電
話
の
心
得
。

停
れ
、
見
よ
、
そ
し
て
訊
ね
よ
。

職
場
の
モ
ラ
】
ル
。

新
し
い
労
使
の
在
り
方
。

店
員
訓
練
。

楽
し
い
職
場
を
作
る
に
は
。

新
時
代
の
社
員
と
し
て
。
(
組
織
と
個
人

の
調
和
)

販
売
を
成
功
さ
せ
る
に
は
。
(
訪
間
の
し

即

か
た
、
話
し
か
た
)

町塚
奈

別 ヲセ

2
 
働
き
ょ
い
店
、
の
び
る
店
。

N
ヅ
若
い
芽
を
育
て
ょ
う
。

経
営
改
善
の
パ
ト
ロ
ー
ル

★
小
規
模
事
業
の
皆
さ
ん

商
工
会
議
所
で
は
市
内
の
小
規
模
事
業

者
の
経
営
お
よ
ぴ
技
術
の
改
善
の
お
役

に
た
つ
た
め
、
無
料
で
巡
回
し
て
皆
さ

ん
方
の
ご
相
壁
応
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
方
よ
り
受
け
る
ご
袈
事
項
に

つ
い
て
は
、
相
談
の
機
密
を
十
分
お
守

り
V
た
し
ま
す
か
ら
、
何
卒
ご
安
心
の

上
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

★
経
営
指
導
員
と
は

通
産
大
臣
よ
り
資
格
条
を
受
け
た
実

務
指
導
者
で
、
何
れ
も
奈
良
商
工
会
議

所
職
員
で
す
か
ら
、
き
っ
と
皆
さ
ん
方

の
ビ
満
足
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

★
経
営
指
導
員
の
取
扱
う
仕
事

相
談
1
生
産
販
売
、
労
務
、
税
務
、

金
融
な
ど
商
工
業
一
般

診
断
1
お
店
や
工
場
の
経
営
状
況
を
実

地
に
診
断
し
、
今
後
の
経
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八幡製鉄が生んだプレハブ鉄骨

工場倉庫、体育館、ガレージ、ヤーケ"ト

等広範閉に使用出来工期が矩く軽量鉄骨な

みの価格で重量鉄骨が立ちます

、

八幡製鉄指定工場

. 森工機株式会社・神殿工場
奈良市神殿町広芝
電話(22) 6 3 2 2 ~ 3

C

品質と信用を誇る
/,0 ι^、'...イ//.'〆'
・"/、二●/一繊

,ヂ

・並びに喫茶材料卸
(

(

ワーノレドコーヒ

ARAI SHOTEN
KAMI SHIMIZU. T
NARA
(22) 2814TEL (23) 2814

東 jK ι士:,昜

綜合印刷

共同精版印刷株式会社
取締役社長近東弘七

^ ワイシ

大阪工場

奈良市尼辻町]丁目 57フ

大阪市南区竹屋町7番地

東京都文京区小石川 4丁目15の 15

電話奈良代表(33)6501番

選話火阪代表(27D7951番

電話東京代表(813)7451番

本社

、
(
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一
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プーノレの中から古者β展望・
ビスタプール 6月22日開1昜
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゛

奈良

政府登録
国際観光旅館

ノノ

伊

.

会議の御接待は
欧風料理グリルチエンバーで

(本館一階にござします)

C

笠温呆郷

平城

御予算に応じ如何ほどでもお求めに応じます

ぎひ御用命下さいませ。

1川都役袿R

IE 、;「11 ・、j;§」{[

r

箸尾達哉
ぐ1辺陶m)セ3) 5 2 5 5 (代)

本 1占

喫茶と歐風料理

(

グ'りルチエンノ「ー

大阪セメント株式会社
大阪生コンクリート株式会社
大和生コンクリート株式会社
奈良生コンクリート株式会社
久保田鉄工株式会社
日本文化シヤッター株式会社
式会社ノーリツ

奈良市東向中町6
TEL 奈良

(商工会議所一階)
3538

垣内商

特約店

良市油阪町一丁目ンJ丈

電話 奈 良 542523 ノ、^

京都市、ド京区西七条東石ケ辻町32
確話京都(371)4 6 1 6
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